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デフ ォ ル メ 


林 晃 (Go office)・ 角 丸 つ ぶら 著 


デッサン は 「 見 て 描く ぐ く 」 その ゎ け は … 


見 る こと に よっ て 、 全体 の 姿勢 や 形 、 ポ ー ズ の 成り 立ち ( 体 
の 構造 )、 そ し て 細か い 部 分 や 質感 を と ら え ます 。 そ の 積み 
重ね が 、 自 在 な 作画 力 と な り ま す 。 


トレ ス (な ぞ り 描き ) と デッサン 










「 バ ッ 」 と 見 て 
全体 の 姿勢 や ムー ド を つか み 、 
「 ジ ッ 」 と 見 て 

細部 や 構造 を と ら え ます 。 

「 バ ッ と 見 」 と 「 ジ ッ と 見 」 の 
繰り 返し が デッサン の た め の 
「 観 察 」 で す 。 








cececeooococoes p> 





ン や 質感 を 学び ます 。 


デッサン タイ プ 。 資料 写 \ 
真 の 姿勢 や ポー ズ を 生か し も \ 
つつ 、 関節 の 位置 な ど 、 体 W 
の 構造 と バラ ンス を 主体 に 【 
と ら え て 描き ます 。 


トレ スタ イプ 。 で きる だ け 
写真 の 通り に な ぞ り 描き し 
た も の 。 筋肉 の アウ トラ イ 








トレ ス は デッサン で は 
あり ませ ん 

「 平 面 | (写真 や 絵 ) を 
平面 に 置き 換え て いる 
だ け だ か ら で す 











デッサン タイ プ は 、 顔 や 髪 
型 、 股 の 位置 や 手足 の 太 さ 
な ど に 、 自 然 に 見 える 変更 
(デフ ォ ル メ ) が 加わ り 、 リ 
アル な も の に 仕上 げ ま す 。 


トレ スタ イプ は 頭 身 ( 体 の 
バラ ンス ) や 、 手足 の 太 さ 
な ど 、 見 た も の に 忠実 に 描 
こう と する も の で 、 絵 に は 






な り ま せん 。 「 給 づくり 」 が な さ 
れ て 作画 され た の が 
eeeeeeeooeoeeeooeoeooec 隊 > I DOCCOCIK) 
デッサン を し な 


が らい つの 間 に 
か … 









デッサン と 言っ て も 
自然 に デフ ォ ル メ が 
な され て いま す 


強調 する デフ ォ ル メ も あれ ば 


一 般 的 な 標準 レン ズ で 撮ら れ た 写真 に は ゆがみ が ある の で 、 
それ を 参考 に 作画 する 場合 、 ゆ が み を 補正 し た り 、 強 調 し 
て 描く デフ ォ ル メ の 力 が 必要 に な り ま す 。 


<=} 


C3 


人 間 の 目 は 望遠 レン ズ で 見 た 
も の に 近い で す 。 





標準 レン ズ 
(50 ミリ 標準 ) 
通常 の カメ ラ で 写す と 、 
ーー 強調 され た 奥行 き 感 が 

出 て きま す 。 

望遠 レン ズ 

(100 ミリ 望 速 ) ゆがみ が 中 くら い ! 

枠 ( 箱 ) は 標準 立体 風 に 、 

タテ ヨコ 高 さ の ライ ン が 

ほとん ど 平 行 に な り 、 奥 

行き 感 が 少な く な り ま す 。 


rns! 





は 


上 面 (天井 部 分 ) 
と 下面 ( 床 部 分 ) 
に 注目 し よう ! 








広角 レン ズ 

(35 ミリ 広角 ) 
奥行 き 感 を さら に 強調 
し た いと き に 用 いる レ 
ンズ で す 。 


倫 か み が 大 きい ! 





然 に 見 せる 逆 デ フォ ル メ も ある 





観察 か ら デ フォ ル メ へ 









写真 の ゆがみ に 
ふり まわ され な いた め に は 
キャ ラ の 基本 的 な スタ イル バラ 
ンス (デッサン 人 形 ) を 

と ら え て お く こ と が 重要 で す 





写真 の まま の バラ ンス 。 
脚 部 が 貧弱 に 見 え 、 違 





和 感 の ある も の に な り 
ます 。 
強調 デフ ォ ル メ 逆 デ フォ ル メ 
強調 し た フカ ン の 作画 | 自然 に 見 える フカ ン の 作画 ~ 


フカ ン で 見 た 箱 を イメ 
ー ジ し て 描き ます 。 上 
面 が 大 きく 、 下 面 が 小 
さい 、 と いう 対比 が は 


胸 の 高 さ ぐら いで 見 
て いる よう に 、 胴 体 





っ きり 出る よう に 描き と 脚 を 描き ます 。 
ます 。 
ば 
a 写真 の ゆがみ を 補正 (修正 ) し た 、 自 然 に 
形 に な る よう に バラ ンス を と り ま し た 。 見 える 作画 例 。 下 半身 を し っ か り 描い て 、 


キャ ラ の 安定 感 を 高め まし た 。 


観察 と は 、 パ ッ と 見 、 ジ ッ と 見 


部 分 に と ら わ れる と 、 全 体 を 忘れ て し まい が ち で す 。 全体 
の 雰囲気 だ け を と ら え る と 、 細 部 を お ろ そ か に し て し まい 
ます 。 描く ぐ く た め の 観 察 と は 、「 パ ッ と 見 」 と 「 ジ ッ と 見 」 
で 全体 と 細部 を バラ ンス 良く と ら え る こと な の で す 。 


ト が バッ と 見 ーー 「 | 


る ・ 第 一 印象 (全体 の 須加 気 ? / いり | 
gn po 1 Nf 
j | ・ 大 づか みな 比率 ( 頭 の 大 き (6 の 
い さと 体 の 面積 、 肌 体 と 脚 の 長 ou / 
1 / さ の バラ ンス な ど ) を シル エ \ ° 

: ベジ ッ ト と し て と ら えま し ょ う 。 

ーー 





| 1 ーー まで N 
\ 1 | | ジッ と 見 … 
\ イオ ・ 明 や 目 の 形 、 服 の 柄 (ガラ ) ラン ルツ 3 


7 \ な ど 。 N\ 
\ ・ 頭 と 首 、 扇 と 腕 の つなが り | 8 (& } 
A W や 関節 の 位置 、 体 の 向き な ど ン リ | 
ーー W の 細部 に いた る まで の 法 比 / 
11 | を と ら え まし ょ う 。 ・ 
リリ ・ 目 の 色 や アク セ サ リー な ど まい 
! / の 質感 を と ら えま し ょ う 。 Xx- \ 











「 バ ッ と 見 」 る こと と 
「 ジ ッ と 見 」 る こと を 
繰り 返し て 、 姿 勢 や 
全体 の バラ ンス を 

と ら え ます 





部 分 の アッ プ 。「 ジ ッ と 見 」 で 描き ます 。 


「 利 き 目 」 (きき め ) に つい て … 観 察 っ て た い へ ん ! 








腕 を 使う と き に 使い や すい 「 利 き 腕 ]」 が ある 
よう に 、 目 に も 「 利 き 目 」 が あり ます 。 
右目 と 左目 で も の の 見 え 方 が 変わ り ます 。 片 
目 ず つ で 見 て 、 両 目 で 見 た と き と 同 じ 感 じ に 
見 える 方 が 「 利 き 目 ]」 で す 。 





左右 の 目 で 
見 え 方 が 違っ て 
あたり まえ な の で 
惑わ され な いで 
くだ さい ね 











四角 い 消し ゴム と SN た と えば 右目 が : 
を 見 て み ま す 。  。/Z。』 N 二 
NNN 
Ws 
J BY 
昌代 a ) 
円 ん ルツ タプ 
ルイ 右目 で 見 た と き 


イー 左目 で 見 た と き 両目 で 見 た と き に 


デフ ォ ル メ の スタ イル いろ いろ 





デッサン する と き に は 必ず 自然 に 見 える よう に デフ ォ 
ル メ が な され て いる わけ で すか ら 、 当 然 キ ャ ラ を 作画 
する と きも すべ て デフ ォ ル メ さ れ て いる の で す 。 


fy Hf / ) 1 

/ ルル ア 7 ブリ 
| る 
いり pr | ( オ 
\ \ N! 

\ | QN 

ョ ー イイ に 4 = つ ) 


や や フカ ン 気 味 フォ ルム (全体 の 形 ) 関節 を と ら え て 描く フォ ルム と 関節 部 分 を 併せ 持っ た 、 
を と ら え て 描く デ 


デッサン 人 形 を 意識 し て 描く 


キャ ラ 化 する と … 


デフ ォ ル メ の 仕方 が 
その 人 な り の 作風 や 
個性 に な り ま す 
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。 第 3 章 な ん で も デフ ォ ル メ 応 用 編 101 





e 光 と カゲ に よる デフ ォ ル メ 102 
顔 に カゲ を つけ よう / 光 と カゲ を 演出 し よう 
感情 マー ク を 使う デフ ォ ル メ 表 現 108 
感情 マー ク の 基本 
レン スズ 効果 を 利用 し よう 110 
望遠 効果 と 広角 効果 ノア オリ 効果 … 迫 カノ フ 
カン 効果 … 伝 達 グフ ォ ル ム に フォ ルム を 加え 
る 効果 
ダイ ナミ ッ ク デ フォ ル メ 1820 
フカ ン で 手 を 差し 出し た ポー ズ を ダイ ナミ ッ 
ク に 描く プア オリ の ポー ズ を ダイ ナミ ッ ク に 
描く プ フ カ ン の ボーズ を ダイ ナミ ッ ク に 描く 
広角 的 な バー ス の つい た ポー ズ を ダイ ナミ 
ッ ク に 描く 






観察 の 仕方 学ん で 、「 見 
る カカ 」 を 養い まし ょ う 。 

し っ か り 「 見 る ] スタ ミ 
ナ を つけ た ら 、 次 に 描く 
力 を 磨き ます 。 










好み の ポー ズ や 動 
き が 描け る 「 デ フ 
ォ ル メ す る 力 」 を 
育て よう ね ! 









eee eeeeeoeoeeooeoe の の @ ら の の ooo@o@e@e 


デフ ォ ル メ っ て 
な ん だ ろう ? 


ss se seeeeooooo の の の の の の の の の の の の の 











自由 な ラク ガキ 、 
習作 や キャ ラ デ アザ も 

「 観 察 と 理解 ] が 基盤 に 
な っ て いる ん で す 








E フォ ルス る 力 を 身 に つけ る た め に ュ 
モ ャ を 立体 的 に と ら え よう 


作画 と は 、 元 々 立体 の も の を 平面 的 な 紙 の 上 に 映し 出 
すこ と で す 。 だ か ら こ そ 、 キ ャ ラ は 「 立 体 ] と し て と 
ら え て 描く 意識 が 大 切 で す 。 ま ず は 、 単 純 な 箱 や 丸 、 

















全身 筒 な ど と し て と ら え まし ょ う 。 
キャ ラ の 体 は 球 や 円 柱 な 
ど 、 曲 面 を 持っ た 立体 の 
組み 合わ せ で す 。 断面 を 
意識 する と 、 立 体感 を と 
aN ら え や すく な り ま す 。 
断面 は 見 た 目 の 
24 だ 円 に な り ます 。 
キャ ラ 全 身 を 、 大 き な 箱 。 体 の バー ツ を 、 箱 と 箱 の 組み 合 が 
と し て と ら え ます 。 わせ で と ら え て み ま し ょ う 。 メ 
テナー 
で 
単純 な 立体 に し て 、 バ ー ツ の 形 や つなが り を と ら え る TL 
/ AA の っ ン 関節 バー ツ 
| [FT / ャ 
| } し 鉛 バ ーッ i 
A | | "4 / 
ーー 4 で へ | 
に っ \ \ | 
4 NANAN 5 
こう 胴体 バー ツ 
頭 部 の 球体 や 首 の 円 柱 な ど は 、 ッ / 骨格 と 関節 を 単純 
箱 を イメ ー ジ し て 描く と 、 立 。 立体 は 、 上 面 、 底 面 、 側 面 な ど 、 ど の 化し て と ら えて お 
体 を と ら え や すく な り ま す 。 面 が 見 えて いる か を 意識 し まし ょ う 。 きま す 。 
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全身 を 箱 で と ら え る 利点 … ア ング ル を と ら え る 


上 か ら 見 る … フ カン 普通 に 見 る 下 か ら 見 る … ア オリ 


ハイ アン グル 
Cd … 上 か ら 見 る 





U 
上 面 や 底 は 2 A 底 が 見 え 維 に 
見 えま せん 。 放 人 | / 
ミド ルアン グル / 
… 普 通 に 見 る 


ae 


ロー アン グル 
… 下 か ら 見 る 


頭 部 (上 半身 ) 





通常 の バス トシ ョ ッ 
ト 。 全 体 は 通常 の 箱 で 
す が … 








同じ フカ ン の アン グル で も 、 
アゴ を 上 げ る と 頭 部 の 箱 は 


も 、 上 面 が 見 える 「 フ 「 ア オリ の 箱 ] に な り ま す 。 


カン の 箱 」 で す 。 








別 ク ォ ル ヌメ ある 力 を 身 に つけ る た め に -2 

キャ ラ の 構造 を と ら え よう 
キャ ラ の 立体 感 や バラ ンス を 意識 し て 描く に は 、 た だ 
ば く ぜ ん と ポー ズ を 見 て も 描け ませ ん 。 立体 と 関節 を 
と ら え る 自分 な り の デッサン 人 形 が 必要 で す 。 体 の 構 


@ 女 の コタ イプ 造 (パー ツ の 形 と 関節 の つなが り ) が わか る 、 自 分 な 
り の 「 デ ッ サ ン 人 形 」 を つく り ま し ょ う 。 





ヒ タ イ ぎわ 。 髪の毛 
と の 境界 線 の 目安 。 


首 の つけ 根 






アー ム ホ ー ル 
は 正面 か ら は 


EO 令 骨 細い だ 円 で と 
* ら え ます 。 

肩 関節 本 

アー ム ホ ー ル 。 腕 の 

つけ 根 

アー ムリ ング ライ ン 。 

腕 の 向き や 立体 感 を 

と ら え ます 。 

ヒジ 関節 

ろ っ 骨 バ ー ト 扇 関節 。 肩 の 丸み の 

目安 に し ます 。 





ウエ スト ライ ン 。 腰 
の 可動 部 の 目安 で す 。 


バン ツバ パー ツ 。 脚 の プー 








つけ 根 まわ り を と ら 

えま す 。 

ニー ソック スラ イン 。 

太もも の 向き や 立体 < 

感 を と ら え ます 。 PLE 
腕 を 描き ます 。 丸 
の 大 き さ で 腕 の 太 
さ の 目安 に し ます 。 

ハイ ソック スラ イン 。 

スネ バー ツ の 向き や 

立体 感 を と ら えま す 。 

スネ バー ツ 

外 に 飛び 出す 足首 ま 

わり の 骨 

甲 の ふく ら み (曲面 ) 

を と ら え る 曲線 。 

足首 まわ り の 骨 の で っ ぱり 
足 の セン ター ライ ン は 、「/ の 字 状 で す 








と 頭 部 は 「 逆 V 
i 」 


の 字 状 に つなが っ て 
pI em. 


首 と 肩 と を し な や 
か に つなぐ 僧 帆 筋 


見 えな く て も アゴ 
(そう ぼう きん ) 


を と ら え まし ょ う 。 
局 甲 骨 
(けん こう こつ ) 


腕 は ヒジ で つ な 一 + 
が る る ら 本 の 円 柱 
( 筒 ) と し て と 


ら え まし ょ う 。 
NK 


し ヒジ の 飛び 出す 租 


ウエ スト ライ ン 


背中 の 筋肉 は V の 
字 状 に と ら え る と 、 
腰 に 向かっ て 細く 
な る 山体 を 描き や 
すい で す 。 


真後ろ か ら は 、 お 
尻 の 線 は まっ すぐ 
で す 。 


上 ふくらはぎ バー ツ は 、 
ヒザ の ウラ を 覆う よう 
に 山 型 な ライ ン を 描い 
て 太もも バー ツ と つ な 
が っ て いま す 。 


ふく ら は ぎ 












首 は 胴体 か ら ナ ナメ 
に 出 て 頭 部 に つなが 
り ま す 。 


肩 甲骨 は 肩 の 上 に 被 
さる よう に つなが っ 
て いる イメ ー ジ で と 
ら え ます 。 


胸 の ライ ン は 脇の下 
に つなが っ て いま す 。 


ウエ スト ライ ン 














@ 男 の ヨ タイ プ の デッサン 人 形 た の を UE し 


A 


で 、 肩 甲骨 も 
胸部 は 全体 に 四角 幅広 に し ます 。 
く と ら え ます 。 








肩 の 筋肉 は 肩 
当て を イメ ー 
ジ ま し ょ う 。 


も 脇の下 か ら 
つなが っ て い 
ます 。 

ヒジ の 下 の 筋肉 を 
広く 張り 出し ます 。 


用 か ら お 尻 に か け 
| て の ライ ン は 直線 
きす) 的 に 描き ます 。 


引き 締まっ た 腹筋 
を 描き 込む と き は 、 
四角 く ア タリ を と 
り ま す 。 








女のコ の ヒザ は 
女のコ の スネ 部 分 は 民 か ら お 尻 に か け て の ライ ン は な め ら か に 描き 
ほっ そり し て いま す 。 丸 を イメ ー ジ し て 描き ます 。 まし ょ う 。 
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デッサン 人 形 を つく る ポイ ント … バ ラン ス 補 正 


リア ル バ ラ ンス の 分 析 








リア ル バ ラ ンス 理想 キャ ラバ ラン ス 


股 の 位置 を 上 げ る と 、 脚 が 長く な 
り ま す 。 

股 の 位置 を 上 げ る と き は 、 腰 や 胸 
(バス トト ッ プ ) の 位置 も 少し 上 に 
し ます 。 





リア ル バ ラ ンス の 特徴 

① 髪の毛 の ボリ ュー ム で 、 一 見 する 
と 頭 が と て も 大 きく な っ て いる こと 
が ある 。 


@ 首 が 太 か っ た り 、 長かっ た りす る 。 
③ ウエ スト の 位置 が わか り に くい 。 
④ 肩 が こつ ご つ し て いる 。 

⑤ 胴 体 の 方 が 脚 より 長い 。 


(CX の 


頭 の 長 さ を 基準 に 、 頭 身 を 出し ます 。 


(上 の 例 は 、 約 8 頭 身 ) 
そし て 


この 5 つの 位置 を は っ つき りさ せま 
し ょ う 。 


自分 の 思い 通り に キャ ラ を 描く た め 
に は 、 自 分 の 描 を たい キャ ラ の プロ 
ポー ショ ン を は っ きり 決め る こと が 
第 一 歩 で す 。 

デッサン 人 形 は 、 自 分 の 「 理 想 キャ 
ラバ ラン ス 」 を も と に つく り ま す 。 





作画 と デフ ォ ル メ を 語る 





計 


デフ ォ ル メ っ て な ん だ ろう 





@ 描 か れ た も の は すべ て デフ ォ ル メ さ れ て いる 


司会 


森田 


久松 


森田 


デフ ォ ル メ と いう と 、 一 般 に ちび キャ ラ 
と か 、 和 驚い て 目 が 飛び 出す な どの 「 オ ォ ー 
バー な 表現 ] の こと が イメ ー ジ され ます 
が 、 森 田 さ ん に と っ て は どん な も の で す 
か ? 

デフ ォ ル メ っ て 、 表 現 の ひと つ に は ち が 
いな いで す が 、 じ ゃ あ 表 現 っ て 何 か っ て 
つき つめ て いく と 、 全 部 デフ ォ ル メ … っ 
て 言え ます よね 。 


作画 物 … 描 か れ た も の は 、 す べ て デフ ォ 
ル メ され て いる と 。 


そう 。 実写 以外 は 全て デフ ォ ル メ 。 描く 、 
っ て いう の は 、 目 か ら 脳 を 通っ て 手 に 出 
て くる ん だ か ら 、 出 て きた 時 に は 、 す で 
に も う デ フォ ル メ され て いる 。 そ う 考 え 
た 方 が いい 。… ん じゃ な いで し ょ うか ( 笑 ) 
その 描く と いう こと に あたっ て 「 も の を 
見 る 」、 観 察 、 と いう こと は よく いわ れ て で て 
いま し て 、 観 察する と いう の は 結局 「 寸 
法 比 と か 対比 を 見 る こと 、 そ し て それ を 
確認 し て 頭 に 入れ て いく 、 そ の 著 積 が あ 
れ ば 見 な いで 描け て いく 」 と いう 人 も い 
る わけ で す が 。 

そう で すね 。 だ か ら 、 出 て くる 時 に は 「 デ 
フォ ル メ され た も の 」 が 出 て くる わけ で 
す 。 


出席 : 森田 和 明 林 晃 (司会 ) 


久松 緑 (編集 ) 


@ 自然 に 見 せる も の と 強調 する も の を めぐ っ て 


司会 


森田 


久松 


森田 


久松 


森田 さん の 描か れ た も の を 拝見 し て いる 
と 、 普 通 の アン グル の 顔 や ポー ズ と 、 極 
端 に パー ス の か か っ た 迫力 の ある も の と 
が ある よう に 思う の で す が 。 

は い 。 や っ ぱり 、 こ こ は 自 然 に 見 せる も の 、 
ここ は 極端 に アピ ー ル し な きゃ 、 と いう 
の が あっ て 。 

自然 に 見 せる た め の デ フォ ル メ と 、 強 調 
する デフ ォ ル メ 、 と いう こと で し ょ うか 


まあ 、 そ う で す 。 フ ォ ル ム に フォ ルム を 
重ね る と いう か 、 デ フォ ル メ に デフ ォ ル 
メ を 重ね る 、 と いう こと も あり ます ね 。 
ここ で 感じ る ん で す が 、 森 田 さん の 作画 
は 、 デ フォ ル メ され て いて も 自然 な 感じ 
が する ん で す 。 形 の 狂い が な いと いい ま 
すか 。 わ り と ある の が 、 描 いた も の に 対 
し て 形 が へ ん な の に 「 コ レ は デフ ォ ル メ 
で す 」、 と 言う の と は 人 違っ て 説得 力 が ある 。 
形 の 狂い は デフ ォ ル メ で は な い 、 と 。 
な ん て いう か 、 や っ ぱり 、 こ う や っ た と 
き は こん な 形 に な る と か 、 描 く ポ ー ズ 1 
つと っ て も 、 そ れ に つい て 体 の 構造 と か 
納得 が な いと 自分 で も 不安 に な り ま す 。 
だ か ら 、 そ うい う 意 味 で 観察 と か 、 見 て 
描く と いう の が 意味 を 持つ 。 

思考 を と も な わな い 和 観察 は 、 観 察 と は 言 
わな いと 。 

まあ 、 そ う で すね 。 





あえ て 言う な ら デ フォ ル メ デッサン 








る キャ ラ を 立体 的 に 描く っ て いう こと は 、 背 景 


を 描く みた いな も の で すね 


久松 


森田 


久松 


森田 さん の 作画 を 見 て いる と カメ ラ の レ 
ンズ 効果 を か な り 意 識 し て 描か れ て いる 
の か な と 思っ た ん で すけ ど ね 。 

レン ズ 効 果 と いう と 、 パ ー ス が 極端 に な 
る 「 広 角 風 」 と か 、 で すか ? 

RS 

カメ ラ の レン ズ と いう より は … 昔 アシ ス 
タン ト 時 代 に 背景 を 描い て いて 、 ア オリ 
と か 魚 眼 風 と か … そ うい う も の っ て 、 身 
に つく も の で す よ ね 。 

気がつい た ら 、 自 然 に 床 の 上 に た っ て い 
る キャ ラ が 描け る よう に な っ て いる と か 。 
ええ 。 僕 の 場合 無意識 に キャ ラ も それ に 
乗っ か る よう に 描い ちゃ うか ら 、 レ ンズ 
を 意識 し て 描い て いる よう に 見 える の か 
も し れ ま せん 。 

レン ズ の 「 ゆ が み 」 と いう か 、 空 間 の を 
ゆがめ て 描く よう な 感覚 が 、 キ ャ ラ に も 
反映 され て し まう と …? 

そう で す 。 キ ャ ラ を 立体 的 に 描く っ て い 
うこ と は 背景 描く みた いな も の で すね 。 
見 た 目 は キャ ラ な ん だ けど 、 そ の 根底 に 
は 立体 が ある わけ で 、 立 体 に は は パー ス が 
か か る 。 

な る ほど 。 





林 晃 ( 左 ) と 森田 和 明 (お ) 。 





司会 


久松 


森田 






フカ ン で 見 た 顔 と 
胴体 の フォ ルム に 
アッ プ の 手 の 
フォ ルム を 
加え た も の で す 


お っ し ゃ る と お り 、 マ ン ガ な ん か の 経験 
的 に は 背景 を 描く 時 に な っ て 、 初 め て 立 
体 を 意識 する よう に な り ま すね 。 キャラ 
を 描く だ け の 時 っ て あま り 立 体 を 意識 し 
て いな いよ うに 思い ます 。 机 と か タン ス 
を 描か な きゃ な ら な い 時 に な っ て 初め て 
立体 を 意識 する 。 人 間 の 顔 と か 胸 だ っ て 
「 起 伏 (凹凸 か ら と ら え た ら 階 段 み た 
いな も の で すね 。 


キャ ラ と 背景 を 分 け て 考え る と いう 必要 
は 、 あ まり な いと いう こと で すね 。 キ ャ 
ラ の 作画 、 デ フォ ル メ で も パー ス を 操る 
こと が 大 切 に な っ て くる … だ か ら 手 な ん 
か で も 、 手 の 大 きい と ころ だ け を こう い 
う パ ー ス で 、 体 を こう いっ た パー ス で っ 
て いう の を 合成 し た り し て 描く と いう こ 
と も …。 6 

そう で す 。 こ こ は こ の アン グル の フォ ル 
ム 、 こ こ は こ の アン グル の フォ ルム を っ 
て いう ふう に 、 フ ォ ル ム に フォ ルム を 加 
える ん で す 。 自 分 が 描き や すい パタ ー ン 
と いう の が 人 それ ぞ れ 持っ て いる は ず な 
の で 、 そ れ を 見 つけ る と いう の が 大 切な 
ん じゃ な いで し ょ うか 。 

自在 な が デフォルメ の 力 … あ えて いう な ら 
「 デ フォ ル メ デッサン 」 を 会 得する こと に 
つなが る わけ で すね 。 2 
// 


/ 
/ 


Ne!/// 
の 


全体 は フカ ン で す が 
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森田 


森田 


久松 


森田 


久松 


人 @ 描け な いも の は 、 あ えて それ を 描か な い 
つて いう の も デフ ォ ル メ 


強調 する デフ ォ ル メ が レン スズ 効果 (パー 
ス 効 果 ) だ と する と 、 自 然 に 見 せる デフ 
ォ ル メ と いう の は ? 


実際 に は で き な い ポー ズ を 自然 に 見 せる 。 
ポー ジン グ の デフ ォ ル メ で すね 。 … 実 際 
無理 な も の は 無理 で すし 、 そ れ で も 描か 
な きゃ な ら な い 時 は 、 わ か っ て て ウソ を 
描く と いう こと も あり ます が 。 


あり 得 な いも の を それ らし く 見 せる デフ 
ォ ル メ で すね 。 そ の テク ニッ ク と いう の 
は あり ます か ? 


一 番手 っ 取り 早い の は 、 実 物 を 見 る こと 
な ん で す 。 描 く 時 に 一 番 参考 に な る の は 
自分 の 体 で 、 そ の 体 を 理解 する 。 こ の ポ 
ー ズ が で きる と か 、 関 節 と 骨 の 関係 と か 。 
自分 で や っ て みて 足 を こっ ち 向 けた ら ど 
うな る か と か 、 そ れ を 知っ て いれ ば 、 無 
理 な ポー ズ で も 「 こ こ を こう 描け ば 、 そ 
う や っ て いる よう に 見 える 」 と いう ふう 
に 絵 に 活か せる ん で す 。 

描か な い 時 で も 、 意 識 し て 観察 する と い 
うこ と が や っ ぱり 大 切な ん で すね 

あと 、 描 け な い 時 は 、 あ えて それ を 描か 
な いっ て いう の も アリ で す よ ね 。 無理 し 
て 描い て 不 自然 な ちの に な る より は 、「 い 
つか 描い て や る 」 っ て 思っ て そこ は 描か 
な い 。 描い て いる 本 人 が 理解 し な いと 先 
へ 進め な いし 、 ま あ 仕 事 だ と 時 間 の 制約 
っ て いう の が あり ます か ら 、 し ょ う が な 
い … み た いな こと も あり ます が 。 

「 総 対 に 正しい ゃ の で な きゃ いけ な い 」| と 
いう わけ じゃ な い の が 、 私 た ちの 表現 世 
界 だ と 思う ん で す 。 無論 い い 加減 で いい 
と いう の で な く 大 切な の は 描い た も の で 
いか に 伝え る か 、 説 得 力 を も た せる か …。 
その 意味 で 、「 デ フォ ル メ も デッサン で あ 
る 」 どい える と 思う ん で す よ 。 





読者 の 皆さん へ 








@ 描く と 体 が 覚え ます 。 そ の 積み 重ね が 、 


森田 


久松 


森田 


デフ ォ ル メ を 完成 し ます 

最後 に 、 中 高校 生 の 読者 の 方 に 、 ど うい 
っ た 練習 方 法 を すれ ば いい か 、 メ ッ セ ー 
ジ み た いな も の を うか が えま すか ? 

と りあ え ず 一通 り の 絵柄 を 描く の が いい 
で すね 。 ま ず リ アル か ら 。 そ こ か ら ど ん 
どん 線 を 減ら し て いっ て みる 。 同じ 絵 を 
制限 時 間 を 設け て 描く っ て いう の も アリ 
だ と 思い ます 。 最 初 は 1 時 間 か け て 描い 
た 絵 を 、 1 0 分 、 5 分 、 1 分 の 制限 時 間 
で 3 枚 描く と か 。 

最初 に リア ル を 描き な さい っ て いう の は 、 
まず は も の を 見 て 観察 っ て こと で すね 。 
そう で すね 。 見 た も の を 描い て いく こと 
に よっ て 自分 の 作画 に な っ て いき ます 。 
描い て いく うち に 、 肖 格 と か の 仕組 み も 
わか っ て きま すか ら 。 

写真 を その まん ま ト レス する と 形 は キレ 
イ に と れ ま す が 、 変 に 奥行 き が な く て 立 
体感 が な いも の に な りや すい よう で すね 。 
だ か ら 観 察し て 描く 時 は 仕組 み を 意識 す 
る 必要 が ある ん じゃ な いで し ょ うか 。 
ええ 。 それに 物 の 仕組 み が 分 か れ ば 、 頭 
の 引出 し に 入り や すい と 思う ん で す 。 

「 観 察 の 目的 は 、 仕 組み を 知る こと で あ 
る 。」 と いう こと で すか ? 

そう で すね 。 観 察する も の は な ん で も い 
いん で す 。 実物 に 限ら ず 、 人 の 絵 で も いい 。 
こう いう 方 法 (描き 方 ・ 線 の 使い 方 ) い 
いな あ … と 、 マ ネ す る の も 一 つの 練習 に 
な る し 。 で 、 描 く と 体 が 覚え て くれ ます 。 
だ か ら 観 察し た も の を 描い て 体 で 覚え て 
いく こと の 積み 重ね が 、 デ フォ ル メ を 完 
成 し て いく ん だ と 思い ます よ 。 


本 日 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 


第 章 
観察 ・ 見 る 力 を 身 に つけ よう 


ー 構 造 を と ら え る 一 
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手 の 大 き さ を 基準 に 観察 し て みよ う 
長き の 基準 を 決め て 、 大 きき を 比べ な が ら と ら え る の が 観 守 の 
全身 ど と 手 基本 で す 。 最 も 身近 な 定規 、[ 手 」 を 基 涼 に し て 見 て か まし ょ う 。 


腕 の 長 さ は 手 が 
3 つ 分 の 長 さ 。 
































股 か ら ヒ ザ ま で の 長 さ は 、 


a と を 4 
や [ |」 : 
ed 本 ミミ > 四 ーー『 まで の 長 さ と ほぼ 同じ 。 
ルク 


ヒザ か ら 足 首 ま で の 長 さ は 、 手 2 つ 分 。 


肩 か ら ヒ ジ 








顔 と 手 1 







手 は 顔 の 幅 よ り 
も 大 きい 。 








頭 部 の 長 さ 





* 








目 の ヨ コ 幅 は 人 
| さ し 指 の 半分 く 
ts /7 / | らい の 長 さ 。 
(人 
1 人 
アゴ か ら 口 も と ま \ 0 
で は 指先 か ら 第 2 
関節 まで の 長 さ 。 
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頭 部 を 観察 し よう 。- 顔 o 凸 と バー ッ ー 


顔 の パー ツ の 位置 や サイ ズ を 、 顔 全体 ( 頭 部 ) の サイ ズ と 
の 比較 や 、 パ ー ツ 同士 を 比較 し て 全体 的 に と ら え まし ょ う 。 















の ヨコ 幅 と 
sc. 


髪の毛 の ポリ ュー ム 分 
頭 は 大 きく な り ま す 。 


実際 の 頭 が い 骨 部 分 


ヒ タ イ と 散 の 毛 の 
/ 生え ぎわ の 境界 。 
/ 
上 ヒ タ イ の 広 さ は 夏 の 
1 長 さと ほぼ 同じ 。 
耳 の 長 さ 。 まゆ 
毛 か ら 島 の 頭 く ー ー 
らい の サイ ズ が 
あり ます 。 
頭 部 は だ 円 を 意識 し て 
と ら え まし ょ う 。 








頭 が い 骨 の くぼみ ( 眼 
高 / が ん か が )。 目 は こ 


こ に は まっ て いま す 。 
ニー 上 正面 か ら 見 た 首 の ヨコ 幅 


は 目 の 両 サイ ド より 内 側 。 8 / 





24 














まゆ 毛 は 曲面 に 
そっ た カー ブ を 
描き ます 。 、 


ま ヨ コア ング 
ル の 場合 、 ヒ 
タイ の 中 央 と 
の 距離 は ご く 
わずか で す 。 


眼球 の 丸 さ の 
が は っ きり 
し ます 。 


下 くち びる は 、 

角度 が 大 きく 変 

わる 2 か 所 を 意 

識 し て 描き ます 。 下 くち びる で す 
が 、 口紅 は 塗ら 
な い 部 分 。 


N アッ プ の 場合 、 
ーー 下 ま ぶた の 厚み 
が わか り ま す 。 


耳 は 頭 部 の 中 央 より 


da 82 後ろ に つき ます 。 















正面 を 向い て いて 
も 、 み けん と アゴ を 
つなぐ と ナナ メ に な 
り ま す 。 


耳 は 正面 か ら 来る 音 を 拾い 
ero す 。 








首 も と の 区 の 毛 の 生え ぎわ 
は W 字 状 に と ら え ます 。 
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る ナナ メ 45* タ イプ 


まゆ 毛 と 帳 の 生 線 
(りょう せん ) は つ な 
が っ て いま す 。 


人 @ 顔 と 体 の 向き は 同じ 
(カメ ラ が 横 に 移動 し た 場合 ) 





人 体 は 正面 を 向い た まま 、 顔 を ひね る 場合 


の ペ 






アゴ か ら 動 く の 
で 顔 は わずか に 


体 が 正面 向き の 場 3 の 

合 、 ヨ コ を 向く と 0 と vc その 
首 の 線 は アゴ の 下 一 を / 

に な り ま す 。 











X / 
"ee (へ 
首 は アゴ より も 内 側 で す 。 正面 か ら 見 た と き の り ん か く 
線 を つく る 面 の 目安 。 
こう に 奥 が : 
@ りん か く 線 の 向こう に 奥 が ある se 


で いま す 。 / 
ンー) 





目 と りん か く の 距 離 は 
ご くわ ず か で す が … 


まわ りら 込ん: 


ノ 変わ る 部 分 








見 えな い 部 分 は 実際 に は この よう に 
側面 部 の 奥行 き を 作っ て いま す 。 








@ ナナ メ 85 * タイ プ 


, 低く な っ て いま す 。 
| 


目 の 部 分 が 一 テ 
くぼみ ます 。 


下 く ちび る の ふ 
くら み が わ ず か ーー と 
に 飛び 出し ます 。 


と RY かい ラッ \ 
) 1 
な に げ な く 正 面 か ら 機 を 向い て いく と 、 自然 に ds 


アゴ が 上 が り 、 や や アオ リ 気 味 に な り ま す 。 





@ 顔 を 90* 横 に 向け た タイ プ (真横 向き ) 


顔面 の 凹凸 が は 
っ きり し ます 。 






ーー へ アー バン ド の 
カー ブ は 頭 部 の 
曲面 表し ます 。 


正面 向き の キャ ラ を 、 ま ヨコ か アゴ の ライ ン は 耳 の 下 に Se 


ら と ら え た 場合 (通常 アン グル ) 。 つなが り ま す 。 
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顔面 部 の 面積 多く な る 。 

目 の 形 が 変わ る 。 

鼻 の 下 、 ア ゴ の 下 が 見 える 。 
まゆ 毛 の カー ブ も 急 な 曲線 に な る 。 





比べ て みよ う ンク 
の Wp 





顔 の りん か く を つ 
くり 出す ライ ン が 、 


アゴ の 先端 より 下 
に な り ま す 。 当 は ゆる や 





< 
| 
は 
S 











顔 の バー ツ は ゆる や か な 
曲面 上 に の っ て いま す 。 


ノド の 線 を 入れ る と 、 
アゴ の 下 を と ら え や す 
く な り 、 頭 部 の 立体 を 
イメ ー ジ し や すく な り 
ます 。 
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下 く ちび る (口紅 
を 塗る 部 分 ) 


下 くち びる (口紅 を 
し な い 部 分 ) 


アゴ の 先端 


ノド の ライ ン 





普通 に 立っ て いる 
キャ ラ を 、 横 か ら 
と ら えた も の ( 通 
常 アン グル ) 


体 は 正面 向き 。 
首 を ひね っ て 横 
を 向い た 場合 


Se 





耳 の きわ に は 
髪の毛 は 生え 
て いま せん 。 


アゴ の ライ ン 


ノド の ライ ン と アゴ の ライ ン 
は くっ つけ な いこ と で 立体 感 
が 生ま れ ま す 。 


人 @ 普 通 に 立っ て いる キャ ラ を 、 横 や 、 
や や 下 か ら か ら と ら え た 場合 





目元 の くぼみ が 一 =) 
目 よ り も や や 下 
に な り ま す 。 








首 と 頭 部 の つけ 根 の ラ 

イン を 曲線 状 に と ら え 

まし ょ う 。 
- 耳 の 形 は 、 通常 \ 
アン グル と ほ と 
ん ど 同 じ で す 。 
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フカ ン の アン グル 








アオ リ と 逆 に 、 頭 部 が 大 きく ノー 
な り ま す 。 髪の毛 の ボリ ュー っ ベッ ジジ 
ム の 分 、 頭 が 巨大 に 見 えま す 。 / FN 4 っ 









。 
fs - 
7 jg 
M 字 状 の 生え ぎ 
わ の 形 が は っ き 
目 の 高 さ 
わが かり ま す 。 通常 の アン グル と 
比べ て みよ う 
バース が つく の で 、 衝 
ホオ の ふく ら み が 
ほっ そり し ます 。 


、 RS IS ホオ の ふく NSK 
さ は やこ N ら み 
下 く ちび る の 厚 A 


み は 口 紅 部 分 に 
ペー テー 隠れ 、 目 立ち ま 下 くち びる の 
Me 厚み の カゲ 





耳 は 上 部 が 少 い ( 了 の 
し 見 える 程度 | ダー 
で す 。 
後ろ の 首 スジ 
= ー が 伸び る の で 、 
まゆ 毛 の タテ 幅 、 1 肩 の ライ ン が 
が な く な り 、 ほ 張り ます 。 
と ん ど 線 状 に な 5 
肩 の 高 さ の 23 
ーー ンー こ ーー 
= と \ 
が { 
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耳 の タテ 幅 が 
短く な り ます 。 








ee : 
| <= = 
N i * て イザ くち びる の 厚 さ は 
ご くわ ず か で す 。 
£3 下向き の カー ブ で 


ーー 


KK 


ゆる や か な V の 字 
で す 。 


耳 の 上 面 が 見 え 、 
厚み が 出 ます 。 


わずか に 顔 
を そお けた 
も の 。 


\ 


上 くち びる の 厚み 
は ほとん ど な く な 
り ま す 。 
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= 頭 部 の 大 き さ を 基準 に し た 体 の パラ ンス ( 腰 の 位置 、 股 の 
全身 を 観察 し よ = 位置 な ど ) や 、 ア ング ル に よっ て 変わ る 形 の 変化 、 ア ウト 


ライ ン の 特徴 な ど を と ら え まし ょ う 。 










通常 アン グル 
@ 正面 @ 音 面 ば 
ムペ め っ 
! 僧 帽 筋 (そう ぼう き 
一 、、 /】 ん )。 首 と 胴体 を し な 背骨 。 ゆ る 
頭 部 の 大 き さ 1 "を や か に つなぐ ライ ン や か な 満 状 首 は 上 か ら 下 に 広 
に な り ま す 。 に 見 えま す 。 - が る よう な 円 簡 形 







鎖骨 (さこ つ )。 





< 肩 に つなが っ て い ゆる や か な 曲 
腰 に 手 を 当て た ポ ます 。 線 で し な や か 
ー ズ で は 肩 が 上 が N な 肩 か ら 腕 を 










つて いま す 。 描き ます 。 


バス ド ト ッ プ === ナ = ニャ ーー<" で = | YES 





ー ゴ ー 二の腕 (上 脱 部 
/ じょう わん ぶ ) 































ウエ スト ーー イーーー]ーー イ ーーーーーーーーーーーー 上 ー ト に キーーーーーーーーーーーーー イ ュー ザー トト ーーーー コ ーーーーーー ト ーーーーー ル ーー ナーーーーーーーーーー 
ー 下 胸部 
(か わん ぶ ) 
導出 か ら 見 ) お 万 。 一 番 
る と 、 手 首 の 一 盛り 上 が っ 
= 関節 が 飛び 出 | て いる 部 分 。 
し て いま す 。 
股 の 位置 
太もも 
ヒザ の 位置 ・-----ー ニ ーー ニー1ー ペ ーー キー 分 ー エ ーー ニー ニーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ザー キー ナレ ーッ ーー した ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
ーー ヒザ が し ら ま わり 
に シワ や カゲ が で 
きま す 。 一 填 ふ くら は ぎ 
ーー ナー スネ 部 分 
足首 の 位置 
足 の 外側 は 平ら % 
な ライ ン に な り 
で ます 。 2 
土踏まず 部 分 が へ こん で いる の で 、 ン カカ ト アキ レス 隙 で 
足 の 内 側 は 波状 の ライ ン に な り ま す 。 表 に 出る 線 。 
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乳房 が つく 
位置 の 目安 - / 


- バス トト ッ プ ・- 





















胸 で 一 番 前 に 5 
胸 の ライ ン は 脳 の 下 
HR か ら 出 て いま す 。 
a mo DENKES van en mn wntnnmeeemnaas uans a oar ここ 
ヒジ を 突き 出す と 
角 が 出 っ ぱ り ます 。 
股 








スネ は ヒザ を 境 に 


内 向き の 曲線 に な 
和 -- り ま す 。 骨 が 前 面 
ヒザ か ら ま っ すぐ 下 に 来 て いる の で 、 
ろ し た と ころ が 、 脚 直線 的 で す 。 
と 足 の 切り 替え 地点 
で す 。 


足 の 甲 は わずか に 盛 
り 上 が っ て いま す 。 





| カカ ト は 後ろ に つき 
出し て いま す 。 


フカ ン ア ング ル 


ぐ 脚 部 が 短く な り ま す 。 
の 体 の 上 面 が 見 える の で 、 首 の 太 さ を イメ ー ジ し て 胴体 の 厚み を と ら え ます 。 


の 地面 に 対し て 垂直 に 立っ て いる 「 足 」 に 注目 し まし ょ う 。 








僧 帽 筋 の ライ 
ン が 背面 に つ 
な が り ま す 。 


上 胸部 が 下 腕 部 
に か ぷ ぶさ っ て で 
きる シワ 。 


お 尻 の 曲線 か ら つ 
な が る ら 字 状 で す 。 
正面 側 か ら 見 た 時 
の 脚 線 ラ イン を 反 
映し まし ょ う 。 ヒザ が し ら が 
飛び 出し て で 
きる 丸み 。 


参考 : 通常 アン グル 


@ 背面 









水着 の 肩 ひも は 直 
線 的 に な り ま す 。 
これ が 胴体 上 面 の 
幅 ( 厚 み ) で す 。 






る さ / 
腕 の つけ 根 は et 
背中 の 筋肉 の 
ライ ン の 下 に 
な り ま す 。 


\/) 


Na 
こそ 





ヒジ の カゲ が グ 
下向き の 曲線 
CE フカ ン ア ング ル 
で は ヒジ の 骨 は 
ご つ ご つ 感 が な 
く 、 スム ー ズ な 
曲線 に な り ます 。 
\ 
ふく ら は ぎの 
ライ ン は ヒザ 
の 杏 側 か ら 出 
て いま す 。 


ぐ 頭 部 が 大 きく な る ほど 、 足 は 小さ く な り ま す 。 


@ ナナ メ 後 ろ 










し な や か な 曲線 の 
は ず の 上 腕 も 、 こ 
の アン グル で は シ 
ャ ー プ な ライ ン に 





な り ま す 。 
a 

ヒジ を 後ろ に つき 普通 に 腕 を 下ろ し 

出し て いる の で 、 て いる 側 の 背面 ラ lt 

肩 甲 骨 も 後ろ に 動 イン は し な や か な 8 

いて いま す 。 曲線 線 で す 。 * 


< 太もも と 、 ふ くら は ぎの 上 
くら み が 強 調 さ れる 脚 線 ラ 
イン は 、 横 か ら 見 た 時 の 脚 
線 を 反映 し まし ょ う 。 
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人 @ ナナ メ 前 
首 と 肩 を つなぐ 
僧 帳 筋 の ふく ら 
月 体 の 厚み や 、 SR 
胸 、 肝 の 曲面 を 


と ら え まし ょ う 。 


ヒジ か ら 下 腕 部 に 
向かう 筋肉 の ライ 
ン が 見 えま す 。 


手 の 厚み が 
わか り ま す 。 


胴体 の 厚み が 強調 され て 、 人 迫力 が 出 ます 。 
© アゴ の 下 や つき 出し た ヒジ の カゲ が は っ きり し て 、 
腕 の 立体 感 も 強調 され ます 。 







肩 の 丸み が や 
や 鋭角 的 に な 
り ま す 。 4 







アゴ の 下 の 形 は 
三角 形 で す 。 


上 向き の カー ブ を 
想定 し て 、 胸 の 位 
置 を と ら えま す 。 


ヽ 、 シ ワ の 曲線 は 、 腕 
が 簡 状 で ある こと 
を 示し ます 。 


見 て いる 高 さ が 低い 
の で 、 ひ ざ 近 くま で 
太く 見 えま す 。 


見 て いる 高 さ ー 一 
(アイ レベ ル ) 


@ ナナ メ 後 ろ 


左右 の 僧 帽 筋 の ライ ン が 
は っ きり する くら い 背 中 
が みえ て いる と 、 胸 の ふ 







くら み は 見 えま せん 。 


僧 帆 筋 の ライ ン 
は 片側 だ けし か 


アゴ と 肩 が 近く な 
り ま す 。 下 か ら あ 
お る ほど 、 ア ゴ は 
肩 に 隠れ ます 。 


お 尻 の シワ は 、 
ゆる や か な 曲線 
に な り ま す 。 
だ 円 を イメ ー ジ し 


て 立体 感 を と ら え 、 
アウ トラ イン を 描 
きま し ょ う 。 
が 
1 1 ん 1 
| 











奥 の 脚 の 方 が 
わずか に 細く 
な り ま す 。 








妖精 サイ ズ で 
見 上 げ て いる 
つも り に な る と 

と ら え や すい で す 
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男 の コ -g 


の コ と 比較 し て 学ぶ ー 





正面 





耳 の 長 さ 。 ま ゆ 毛 か 
ら 鼻 の 頭 く らい の サ 
イズ が あり ます 。 





僧 帽 筋 は 女のコ より 
広く 厚く 首 と 肩 の 間 
を つない で いま す 。 
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顔 の パー ツ の バラ ンス は 女のコ と 同じ で す 。 
骨格 の 太 き が 顔 と 体 に し っ か り し た りん か く を 
与え 、 男 の コ ら し さ を も た らし ます 。 


cc 目 の ヨ コ 幅 と 
ポイ ント RC 


髪の毛 の ボリ ュー ム 分 
人 頭 は 大 きく な り ま す 。 






実際 の 頭 が い 骨 部 分 


まゆ 毛 が 太 く 、 し っ 
か り し て いま す 。 


ホオ の 張り が 骨格 的 に 
し っ か り し て いる の 
で 、 顔 の りん か くに カカ 
強 さ が 生ま れ ま す 。 





鎖骨 が 太く 、 表 面 に し 
つか り 浮き 出 て いま す 。 


ヒ タ イ は 丸く 、 目 も と 
まわ り は ゆる や か な ア 
ウト ライ ン で す 。 








正面 か ら は 大 差 な い 首 の 太 さ で す 
が 、 ヨ コ か ら と ら え て みる と 、 男 の 
コ の 方 が 太い こと が わか り ま す 。 こ 
れ は 、 胴 体 の 厚み の 違い に も つなが 
り ま す ( 男 の コ の 方 が 、 胸 部 に 厚み 
が あり ます )。 























鋭角 的 で 直線 的 了 e/ 
な ヒ タ イ 
目 も と まわ り は p> 
凹凸 (メリ ハリ) 

が は っ きり し て p 
いま す 。 


あご の 骨格 が し っ か 
り し て いる の で 、 耳 
の 下 に つなが る ライ 
ン は 太く 現れ ます 。 


首 か ら 背 中 に いた 
る ライ ン は 後ろ に 
伸び て いま す 。 






の ど 仏 が わずか 
に 出 て いま す 。 


/ 
耳 と つなが る アゴ の 根 も と 部 分 の 違い 





アゴ の 骨格 が 四角 い 
アウ トラ イン を つく 
り ま す 。 






女のコ の アゴ の 
ライ ン は ほっ そ 
り し て いま す 。 
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男 の コ の 体 は 、 ビ ルド ア 












自然 な 筋肉 の 起伏 
ッ プ し て いな く て も 、 筋 は 、 カ ゲ に よっ て 
肉感 や 骨 の 太 さ が 表 に 出 生ま れ ま す 。 
て いま す 。 首 、 肩 まわ り 、 
胸部 、 腹 部 、 ひ じ ま わ り 、 
ヒザ な ど に カゲ が 生ま れ 
ます 。 
鎖骨 と 鎖骨 の 間 
肩 の 筋肉 が 発 に くぼみ が で き 
達し て いま す 。 







胸 の 筋肉 の 張り 出 


し は 直線 的 で す 。 外 に 大 きく 張 






り 出し ます 。 
この 線 が 入 
る こと で 肩 
の 筋肉 が た みぞ お ち 。 三 角形 
くま し く 演 型 に 影 が で きま す 。 
出さ れ ま す 。 
腹筋 
ご < ゆる や プー 
か な 曲線 を 
手首 の 骨 描き ます 。 
肩 の 筋肉 は 腕 
の 上 に か ぶさ 
っ て いま す 。 
ふく ら は ぎ は 腕 | 女のコ の 場合 
より 太い で す 。 ア 


首 か ら 肩 に か け 
て の ライ ン は し 
な や か で す 。 


脂肪 に お お われ て いる の で 、 鎖 骨 ま わり 
の くぼみ は ほとん ど 表 に 現れ ませ ん 。 












胴体 部 分 と 肩 の つけ 











肩 甲 骨 ま わり の 、 
筋 内 が 盛り 上 が Ny 根 の 段差 が 大 きく 、 
り ます 。 ジ I カゲ に な り ま す 。 
) | 
(し # す MV Mi 
軽く 腕 を 上 げ 
た だ け で も , 
ろ っ 骨 が 浮き 
出し ます 。 
お 尻 の ライ ン は 女 
の コ の よう な 丸み 


は あり ませ ん 。 





7 
腕 を 上 げ る と 肩 ライ ン ( 両 


肩 を つなぐ 線 ) が ナナ メ 
に な り ま す 。 


筋肉 の 段差 
脇の下 部 分 


肩 を お お う 筋 内 
は 上 に 引っ 張ら 
れ て 三角 形状 に 
アキ レス 弁 が 
強調 され ます 。 9 お 9 
足首 の 関節 も 大 きく 、 
ご つ ご つ 感 が は つき 
り し て いま す 。 
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年 齢 差 の 観察 と 描き 分 け ct、 ぉ cz、 > 





年 齢 表現 は た だ 「 シ ワ を 描く ]」 だ け で は あり ませ ん 。 人 間 は 


| 顔 の 観察 と 描き 分 け ] 年 齢 と と も に 目 が 小さ く な り 、 顔 も 少し ずつ 長く な り ま す 。 





向 ) を 同じ に する と 、 同一 キャ ラ に 見 えま す 。 


た れ 目 の キャ ラ は 年 を と つて も 「 た れ 目 ] 上 の と (0 に の 人 方 れる 方 























子ども 。 丸 顔 を イメ ー ジ し て 描 お と な (青年 )。 子ども より 目 お と な (中 年 壮年 )。 や や 丸 老人 。 目 は さら に 小さ く な り ま 
きま す 。 お と な より 、 顔 の タテ も 小さ く な り 、 顔 も や や 面 長 に 顔 で す が 、 目 の 大 き さ は 青年 時 す 。 ま た 、 皮 膚 が た る お の で し 


幅 を 短め に し まし ょ う 。 し ます 。 下 まぶた か ら 口 まで の 代 の 約 半分 くら い 小さ く な り ま わが 増え 、 顔 全体 も や や 長く な 
距離 が 、 子 ども より も 長く な っ す 。 目元 や 鼻 、 口元 に 短く シワ り ま す 。 全 体 が 下 に 垂れ て いく 
て いる こと に 注目 し まし ょ う 。 が で きま す 。 イメ ー ジ で す 。 


ゴ ま で の 距離 が 長く な り 、 面 長 に な り ま す 。 


顔 の 変化 ( 目 ・ 顔 の 長 さ ・ ジワ ) を 観察 し よう 年 齢 と と も に 目 が 小さ く な る の で 、 目 か ら ア 








青年 と 壮年 (中 年 ) の 違い 


= WU MNN に NN NN 、 ほお 骨 が 出 て 
AN 4 My 


\ 

» ) NN 
る NN きま す 。 

| 


ヽ 





/ 人 
て ( 間 // 
ト AN 部 (WN 目 も と 、 鼻 の 脇 、 
p( OG ーー WM 口 も と 、 首 スジ に 
アル < / MN シワ が で きま す 。 
顔面 の 起伏 が 少 。 | 。 | っ きり し 、 の ど | a 
な く 、 シ ワ も あ et 仏 が 目立っ て き 4 ー 
り ませ ん 。 ) \ ます 。 x \ 
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ed ー ーー 準 に 子ども と 壮年 は 、 最 初 に 描い た キャ ラ の 目 と 髪の毛 の 
最初 に 描い た キャ ラ を 基準 に 描く 2 4 






青年 は だ 円 形 を 
基本 に し ます 。 


り 


( )+ ワ 


中 年 以上 は だ 円 と 鉢 (は 
ち ) を 組み 合わ せ た 形 


ほお 骨 や アゴ な ど に 、 
「 か くば っ た 」 イ メー 
ジ を 加え ます 。 


子ども は 丸 を 
基本 に し ます 。 





髪の毛 も 薄く な り 、 
ポリ ュー ム が 少な 





女のコ の 場合 も 同様 で す 








| 全身 の 観察 と 描き 分 け ) 


頭 身 を と ら え て 描き まし ょ う 。 
頭 部 の 天地 (長き ) は 20 一 25cm 
が 目安 で す 。 















シル 


幼児 :5ー フ 7 才 少年 :9~12 キ 中 学生 : 13~16 才 高校 生 青 年 : 16 オー20 代 


@ 関節 は 目立ち ませ ん 。 腕  @ 関節 の くびれ が 少し 目 立 る ヒジ や 手首 、 ヒ ザ な どの る ヒジ や ヒザ の 関節 が は っ きり し 、 
も 脚 も 筋肉 の メリ ハリ は 少 =。 っ て きま す 。 肩 幅 は 顔 の 横 関節 が は っ きり 現れ て きま 肩 や 首 が し っ か り し ます 。 ま た 、 手 
な く 、 棒 状 で す 。 肩 幅 よ り 幅 と 同じ くら いで す 。 す 。 肩 幅 も 少し 広く な り ま す 。 首 や 足首 が 引き 締まり 、 筋 内 の 起伏 
頭 部 が 大 きい の が 特徴 で す 。 が 腕 や 脚 の ライ ン を つく り ま す 。 





























幼児 :5ー7 才 少年:9ー12 才 中 学生 :13 こ 16 オ * ad 
…3.5 頭 身 5 頭 身 6 頭 身 
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中 年 一 壮年 : 30 代 以上 老人 : 70 代 以上 杖 を 使う ・ 腰 が 曲がる 場合 。 


@ 訪 内 に 脂肪 が つい て 来る の で 、 @ 脂 防 と 筋 内 が 落ち る の で 関節 
腕 や 脚 、 崩 回 りな ど が 太く な り ま が 目立つ よう に な り 、 脱 も 脚 も 全 
す 。 肩幅 も 広がり 、 首 も 太く 、 短 体 に ほっ そり し て きま す 。 
く な り ま す 。 
成人 の 姿勢 変化 の ポイ ント 
青年 \ 








\ 老人 は 一 般 に 「 腰 が 曲 
が る 」 と いわ れ ま す が 、 
実際 に は 人 骨盤 部 分 か ら 


ヒザ の 位置 は 変わ 曲がり ます 。 


り ま せん が 、 年 と 
と も に ヒザ が 曲 が 
り ま す 。 
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@ 姿勢 の 違い が 与え る 印象 





\ \ | LA \ 


| | リ Tt 
A || トー 
/- 





“| 
グフ) ンク AR 
e ブ / 1 の め 
を / ング 
青年 … 直 線 的 な 姿勢 。 中 年 …S 字 状 の ゆっ た り し た 曲線 を 。 老人 … 丸 を イメ ー ジ させ る 前 か が み の 次 勢 


若 さ 、 勢 い が 出 ます 。 描く 姿勢 


。 静か な ムー ド や 穏やか さ が 生 まれ ます 。 
お ち つ き 、 エ レガ ント さ が 出 ます 。 


@⑯ スタ イル バラ ンス の 違い 


ウエ スト の 位置 と 股 の ム 、 
位置 を 変え る こと で プ 胴 が 短い / 













ロボ ーション の 違う キ SS 
ャ ラ が 生ま れ ま す 。 タイプ タイ ブ 
…- 子 ども バラ ン お と な バラ ンス 。 
ス 。 キュ ー ト で 落ち 着い た お と な 
可愛 い 感じ が 出 キャ ラ 風 の イメ ー 
ます 。 ジ に な り ま す 。 
ウエ スト の 位置 ---- 
ウエ スト --+ 
の 位置 
服 の 位置 
股 の 位置 





第 2 章 


キャ ラ を 作画 し よう 





キャ ラ の 顔 を 描こ う 





顔 を 描く 手順 
し アタ リ を 描く ) 


て (アタリ = まる ば っ て ん 








よく 見 て 描く こと で デッサン の 基礎 が で き て き 
ます 。 こ の デッサン 力 を 活か し て 絵 づ くり ・ キ 
ャ ラブ づく り に 挑戦 し て み ま し ょ う 。 


顔 を 描く に は 、 頭 部 の 形 を 大 づか み に 丸 で 描き 、 目 安 に す 
る タテ 線 と ヨコ 線 が 必要 で す 。 こ こま で は きわ め て ラフ に 
描き 、 こ れ を 「 ア タリ を 描く 」 と いい ます 。 








大 ざっ ぱな 顔 の 形 を 丸 で 描き 、 
中 心 線 を 十文字 に と っ た も の 
を 「 ま る ば っ て ん 」 と いい 


す 。 


ば っ て ん の 意味 






まる ば っ て ん で 、 
顔 の 向き や 角度 を 
表す こと が 
で きま す 。 
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テー ヨコ の 中 心 線 
/ (上下 幅 / 天 地 の 中 心 線 ) 
/ 目 の 位置 。 頭 部 ( 頭 が い 骨 ) 天地 の 中 
/ 央 あたり を と ら え る 中 心 線 で す 。 目 の 
位置 や 、 耳 を 描く と き の 目 安 に し ます 。 





大 き な 顔 で も 小さ な 顔 で も 
「 ま る ば っ て ん 」 は 変わ り ま 
タテ の 中 心 線 0 
(左右 幅 の 中 心 線 ) 

顔 を 左右 半分 に 分 ける 中 心 線 で す 。 み け 
ん 、 算 、 口 、 ア ゴ な ど 、 文 字 通り 顔 の 中 
央 に 並ぶ も の を 描く と き の 目 安 で す 。 


ーー ょ アオ リ の と き は 、 ヨ コ の 
ンー 中 心 線 は は っ きり し た 上 


の きき \、 向き の カー ブ に な り ま す 。 


: 
LA 
ーー 「 ま る ば っ て ん 」 を 「 丸 十字 」 と いう 
こと も あり ます が 、 ア ング ル に よっ て a 


正面 を 向い て も 、 タ テ の 中 心 曲線 に な っ た り 傾く の で 、「 ば っ て ん 」 
線 が 傾い て いれ ば 、 顔 は 傾い の ほう が 「 顔 の 立体 感 」 を 前 提 と し て 
て いま す 。 と ら え た 表現 と いえ る で し ょ う 。 


に 


の 
{| 


まる ば っ て ん を 描く と き 
は 、 頭 部 の て っ ぺん 、 側 
面 、 ア ゴ の 先端 を 意識 し 





3 て 丸 を 描き まし ょ う 。 
① 
① 区 い 線 で 最初 の アタ リ を 描き ます 。 大 @ 靖 型 の イメ ー ジ に 合わ せ て 、 顔 型 や 首 、 耳 の 
づか み に 顔 の 大 き さ を 決め 、 ば っ て ん で 位置 な ど を 少し ずつ は っ きり させ ます 。 
顔 の 向き を と ら えま す 。 
髪の毛 の 生え ぎわ 





(お で この 広 さ ) を 
と ら え る アタ リ 線 。 





⑧ 首 か ら 肩 や 胴体 の つなが り も ラフ に 描い て 、 頭 
部 と の バラ ンス を 整え な が ら イ メー ジ を 固め ます 。 


@@ 側面 と 上 面 の 「 ば っ て ん 」 


ヨコ 顔 の 場合 も や 、 ま る ば っ て ん を 描き ます 。 
この と き タ テ の 中 心 線 は 顔 の 中 心 で は な く 、 
「 側 頭 部 ] の 中 心 線 に な り ま す 。 


タテ の 中 心 線 は 
耳 を 描く と き 
位置 を は っ きり 
させ る 決め 手 に 
な り ま す 



















1 < 
④ ば っ て ん を 目安 に 目鼻 な どの 
顔 バ ー ツ を 描き 込み ます 。 


頭 の 上 面 が 見 える 場合 は 、 顔 面部 だ け 
で な く 上 面部 に も ば っ て ん を 描い て バ 
ラン ス を と ら え て 描き まし ょ う 。 


/ a 3 交わ っ た と ころ が 頭頂 部 


a 
SS 








頭 部 の 丸 さ を 
は っ きり させ る の で 
し な や か な 髪 の 流 れ を 
描く と き に も 必要 で す 
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« いす 

| 理想 的 な 作画 バラ ンス 

魅力 的 な キャ ラ の 顔 バ ラン ス は 、 観 察 を も と に デフ ォ ル メ す 
る か ら こ そ 得 られ ます 。 目 の サイ ズ を 基準 に 、 鼻 や 口 の 位置 、 


正面 顔 耳 の サイ ズ な ど 、 顔 パー ツ の 位置 と サイ ズ を と ら え まし ょ う 。 
男 の コ 目 と 目 の 
間 の 距離 











( 


“ | NM | \ | 
る 2 NN 
. 5 WR 


に や 
耳 の サイ ズ 
N 
N 
WNA | 
ーー 
i いい 
レッ ング : 
ンプ の a ェ いい Ni 3 9 
ここ 、 
H , = : 
の は 
マル に マク だ マク 


タテ の 中 心 線 
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ぐ 男 女 は 対比 させ て 「 違 い 」 が 出る よう に 描き ます 


先 に 描い た 方 を 基準 に し て 、 目 、 まゆ 毛 、 耳 、 鼻 、 首 、 肩幅 な どの バー ツ に 対し て 、 「 そ 
れ よ り も 大 きく 、 少し 小さ く ] 「 よ り 太 く 、 少し 細く ]」 な ど 細 か く て いね い に 描 きま す 。 
また 、 男 の コ は 鼻 ス ジ を し っ か り 描 を き 、 耳 も 女のコ より 大 きめ に し ます が 、 女 の コ の 
バー ツ と の 違い を あら か じ め し っ か り 意 識 し て 描く こと も 大 切 で す 。 





目 の 位置 
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男 の コ 





ヨコ 顔 の 目 は リア ル に 描く と 意外 と 小さ く 、 目 立ち ま 
せん 。 デ フォ ル メ され た 横顔 の 目 と パー ツ の 位置 関係 
を と ら え まし ょ う 。 


頭 部 の 奥行 き | 


ーー で oo 
目安 





顔面 ライ ン か ら ど の くら い の 位 置 に 目 を 描く 
と いい か 、 ま た アゴ の 奥行 き は どの くら いか 、 
目 の サ イズ を 基準 に 決め て 描き ます 。 


女のコ 上 











A 


男 の コ に 比べ て 、 顔 面 ラ イン は 単純 な 曲線 が メイ 
ン で す 、 ま た 、 首 は 男 の コ の 半分 くら い の 太 さ で す 。 
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8 正面 と 側面 を し っ か り と ら え る こと か ら は じ め ま す 。 
1 同 き の 顔 顔 の 中 心 線 を 目安 に し て 、 目 や 鼻 友 どの 顔 の パー ツ を 


描き まし ょ う 。 





奥 に な る 目 は 
少し 小さ く 描 
きま す 。 


ヨコ の 中 心 線 
目 や 耳 の 位置 目安 に し ます 。 










奥 や アゴ の 位置 の 目安 に し ま 
す 。 ナ ナメ 向き で は ゆる や か 
な 曲線 を 描き まし ょ う 。 







正面 顔 は 、 目 を 描く た め に 重要 で す ヨコ 顔 は 、 側 面部 を 描く た め に 必要 で す 


目 の 角 度 が 変 と 
の る ポイ ント 目 も と や 耳 へ の 髪 の つ お じ の 位置 か 
毛 の か か り 具 合 を 描 / 、 ら 、 髪の毛 の 流れ 
En く と き に 、 ヨ コ 顔 で / を と ら え ます 。 
描い た 髪の毛 の 流れ 1 
を 元 に し て 描き ます 。 
後頭 部 や 首 ぎ わ の 落 
の 毛 の 雰囲気 も 、 ヨ 
コ 顔 を 描い て 決め た 
も の を 活か し ます 。 









Be 





女のコ 


ダン に 、 7 . SN 
し 、c lk 女のコ も 同様 に 描 ま ます 。 
ン で N、 





| ャ ーー 
バ es 
| \ NN ング i 
a 4 
1 \U | 





RT | 
< 9 0 参考 : 横 腺 の 失敗 例 。 目 も と や 髪型 が 、 


正面 顔 と 横顔 。 こ の 髪型 や 目 も と の ムー ド を 元 に 、 ナ ナメ 向き を 描き ます 。 正面 顔 と は 別人 に な っ て し まっ た も の 。 
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\ 
W 
まな ざし ・ 読 者 と 見 つめ る 目 は 、 キ ャ ラ と 
読者 を つなぐ 大 切な 要素 で す 。 


@ 目 の 本 体 は 「 眼 球 」 





眼球 の ほとん ど は まぶた の 皮 に お お われ て 、 
いま す 。 表 に 見 える 眼球 の 一 部 が 「 目 ] で す 。 


眼球 の 丸 さ を 意識 し て 描く アン グル の 例 


アオ リ 
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デフ ォ ル メ の 元 に な る 基本 的 な 形 や 描き 方 を 学び まし ょ う 。 


キャ ラ の 印象 を 決め る 、 重 要 な パー ツ で す 。 


人 @ 目 の 構造 と 部 分 の 名 前 


ぶた え 部 分 (まぶた の 皮 
i が 重なっ て で きま す ) 
ヒカリ 。 眼球 の 球面 | 

に で きる の で 、 丸く 
入り ます 。 










- 上 まぶた 
アー 一 生じ 
x 


ん 


目 も と = 


( め が し ら ) と て で 3 
虹彩 (こう さい ) 
黒目 部 分 






眼球 の ふく ら み 
(レン ズ 部 分 )。 





眼球 の 上 に 黒目 が あり 、 そ の 上 
に レン ズ が か ぶさ っ て いる と 考 
える と 良い で す 。 


レン ズ と 黒目 部 分 
は 離れ て いま す 。 


眼球 の 丸 さ は 、 ま ぶた の ライ ン を 曲線 で 描い て 表現 し ます 。 


フカ ン 





まぶた の 厚み 
が 見 えま す 。 


上 まぶた を 大 き な 
曲線 で 描き ます 。 


下 ま ぶた を 大 き な 
曲線 で 描き ます 。 


瞳 の 形 は 正 円 と は 限ら な い 







る 暗 の 表現 
大 き さ を 変え る 


普通 の キャ ラ や 、 
優し い キ ャ ラ に 
用 いま す 。 


描き 方 ( 表現 ) を 変え る 


WM rg | 


ヒカリ と 黒目 を 』 
描く 通常 タイ プ ト 


白目 部 分 を 少な くす る か 、 


黒く 塗り つぶ す 


黒目 タイ プ 





目線 が こち ら の 場合 は 、 
瞳 は こち ら に 対し て 正 
面 を 向き ます 。 





N N 


眼球 の 動き に と も な う 瞳 の 形 の 変化 





ま ヨ コ か ら 見 た 眼球 。 瞳 
は 細長 い だ 円 に な り ま す 。 


正面 か ら 見 た 眼球 。 
瞳 は 正 円 。 





ヨコ 方 向 へ 移動 し た 場合 。 ( ナ 上 下方 向 へ 移動 し た 場合 ( ア 












ナメ 向き の キャ ラ で 、 目線 が オリ や フカ ン で 見 た キャ ラ 
こち ら で な い 場 合 ) 瞳 は タテ の 瞳 )。 暗 は ヨコ 長 の だ 円 に 
長 の だ 円 に 見 えま す 。 見 えま す 。 
多く する か で 印象 が 変わ り ま す 。 
や N 
ン ン > 
三 白眼 (さん ば 小さ い 瞳 (強い 
く が ん ) タイ ブ 三 白眼 ) タイ ブ 
瞳 の 下 に 白目 部 白目 部 分 を 多く 
分 が あり ます 。 し ます 。 青年 か 
冷た い 印 象 や 、 ら 年 配 者 まで 、 
強い まな ざし の 男性 キャ ラ に よ 
雰囲気 が 出 ま す 。 く 用 いま す 。 
NN 


の りん か くだ け の 
し 白目 タイ ブ 
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| まゆ 毛 と まつ 毛 | まゆ 毛 も まつ 毛 も ホン モノ の 場合 と 、 化 粧 で 描い た も 


の や 長く し た まつ 毛 な ど が あり ます が 、 作 画 上 の 区 別 
は ほとん ど あ り ま せん 。 


ご まゆ 毛 … 時 本 的 に 
と " 弓なり で す 。 
NN 





まつ 毛 … め が し ら 
近く を 中 心 に 、 放 
射 状 に 描き まし ょ 
う 。 





まゆ 毛 は 表情 を つく り 、 まつ 毛 は 目 の 力 を 補強 し ます 。 人 





生え て いる 場所 描く 手順 


① 形 を 描き ます 。 白い まゆ 毛 や 、 目 立 
た せ た く な いと き は 、 こ れ で 完成 で す 。 


ング ンー デン ーーー 
アグ クー っ > 








眼 高 (が ん か )。 ご ② 短い 曲線 で 形 の 中 を うめ て いき ます 。 
目 の く ぼ み 。 眼 先 に 行く ほど 、 曲 線 は 短く 、 寝 か せ 気味 
球 が は まり 、 筋 に し まし ょ う 。 
肉 が お お いま す 。 
A gs, 
は 
⑬ 根本 部 分 を 濃く し た いと き は 、 角 度 を 
変え た 斜線 を 上 か ら 引き を ます 。 カ ケア ミ と 
いう 技法 で す 。 
まゆ 毛 は 表情 や キャ ラ 表 現 の 大 き な 要 素 
SC SEN や kN 
長い まゆ 毛 … お と な っ ぽ さ 短い まゆ 毛 … 若 い キ ャ ラク まゆ 毛 な し 。 表情 が な く な 黒く 太い まゆ 毛 。 表情 が は 実際 に は な い 形 。 で も 、 な 
や エレ ガン ト な ムー ド を 持 ター や 、 普 通 と 違う キャ ラ り 、 不 気味 な 印象 に な り ま っ きり し ます 。 ん か 困っ た 表情 に 見 える な 
た せ た い キャ ラ に 向い て い を 演出 する と き に 効果 が あ す 。 ど 、 感 情 を 伝え る 効果 が あ 
ます 。 り ま す 。 り ま す 。 


上 まぶた か ら で る 


描く 手順 も の は 上 向き に 反 
り ま す 。 


2 まつ 毛 は 先細り 
に な る よう に 描 
きま す 。 
1 ao | < 下 まぶた か ら 


め が し ら 目じり は 下向き で す 。 
① 目 の 形 を 描き ます 。 まぶた の 両端 を く  ② まぶた の ライ ン を 濃く し まし ょ う 。 ③ まつ 毛 を 描き 込み まし ょ う 。 


っ つけ な いり 場合 も 、 め が し ら と 目じり の 下 ま ぶた を は っ きり させ る と 、 印 象 が 
位置 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 強い も の に な り ま す 。 


目 を つぶ る 動き 二 重 ま ぶた の 線 








① 基 本 形 。 普 通 に 目 を 開け て いる も の 。 ② 少し まぶた を 下ろ し ます 。 二 重 まぶた ゆる や か な 曲線 で た れ 目 気味 に 
の 線 と 上 まぶた の 間 に 距 離 が 出 て 、 ま ぶ 描き ます 。 
た が か ぶっ て くる 感じ が 出 ま す 。 眠 そう 
な 目 に な り ま す 。 














⑧ 半分 目 を つぶ っ た 状態 で 「 半 眼 (は ん ④ 目 を つぶ り ま し た 。 下 まぶた の カー ブ 

が ん )」 と いわ れ ま す 。 上 まぶた は 直線 に を 主体 に し た 曲線 で 描き ます 。 上 まぶた 

近く な り 、 下 まぶた も 少し 上 が り ます 。 の まつ 毛 の 分 、 ま つ 毛 は 太く し た り 本 数 
を 増やし て 強調 し まし ょ う 。 





代表 的 な 3 タイ プ 
oo 
| 
の 
/ 
シン プル タイ プ ブ 。 上 下 の ま ぶた が ちょ いま つ 毛 タイ プ 。 上 下 と も シ 目 が ば っ ちり する タイ プ 。 上 下 と 
ちょ っ と 黒い 程度 。 ンプ ブル タ イ ブ よ り 少 し まつ 毛 の 層 も 反り か える まつ 毛 を は っ きり 描 


を 厚く し 、2 一 3 本 加え る も の 。 くも の 。 
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形 を 省略 する ほど 可愛 い キ ャ ラ に 用 いら れ や すい パー ツ で す 。 
ンク ジー 

bh が / 
\ 大 


の み け ん 々 ーーー 一 を 1 聞 









通常 、「 鼻 スジ ] と を 
いわ れる 部 分 





リア ル に 近い 鼻 は 「 丘 陵 ] や 「 山 ] と し て と ら え よう 。 鼻 の 頭 ( 算 突 /ーーー ヶ ルポ 、 
び せ ん ) 


@ 鼻 の 形 を 単純 な 立体 で と ら え て みよ う 









鼻 の 下 が わ ず 
か に 見 えま す 。 





マン ガ に 多い 「 く 」 の 宇 型 の 
鼻 は 、 立 体 の 辺 ( 積 線 / り ょ NNN し 427 
う せ ん ) を 元 に し て いま す 。 | 0 


3D ポリ ゴン の よう に 顔面 を と ら えた も の 。 





フカ ン で は 鼻 の 
下 は 見 えま せん 。 
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@⑯ リ アル 風 デ フォ ル メ で 描く 鼻 





> 
ふ Ca = 
に = en ーーーーー 
に に ーー 
ーー 鼻 の 穴 を 小さ 
に ノ ヘン く 描き ます 。 
\ tt N 
NN A 
鼻 が 下 を 向い て いる タイ プ 鼻 の 下 ( 鼻 の 穴 ) の 
人 @ マ ン ガ 風 デ フォ ル メ で 描く 鼻 











本 形 は 、 中 の 下 
( 夏 の 穴 ) が 見 える 
タイ ブ 


2 鼻 ス ジ と 、 邊 の 下 の カ ゲ 自 を 点 に し ます 。 


AN MY 
へ 










単純 化 
顔面 の ライ ン は 実際 の 人 物 J 顔面 の ライ ン は シン 「 く 」 の 字 の よう な 、 
に 近い アウ トラ イン を と り 、 ! プル な 曲線 で 描き 、 単純 な ライ ン で 描 = 
鼻 の 穴 を 小さ く 描 きま す 。 鼻 の 穴 は 省略 し ます 。 きま す 。 
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頭 部 の 外 に 飛び 出し て いる パー ツ と し て と ら え まし ょ う 。 


内 側 の くぼみ 
部 分 。 ハ ー ト 
を ヨコ に し た 
よう な 形 で す 。 





耳 殻 ( じ か く ) 


耳 の 穴 





耳 は だ 円 形 と し て と ら え よう 


@ 位置 と つき か た の 基本 











・ だ 円 が ナナ メ に な っ て いる イ 
メー ジ で と ら え ます 。 

・ 頭 部 の 半分 か ら 後ろ に つい て 
いま す 。 








耳 は 豆 部 の 両側 に 突き 
出し て いま す 。 
つい て いる 位置 や 角度 に 気 を つけ よう ⑯ デフ ォ ル メ (単純 化 ) の ポイ ント 
内 側 の (る 
= の 『 の ) 
ど ジ 
位置 が 後ろ すぎ 。 位置 が 後ろ すぎ 。 また 、 角度 基本 形 耳 殻 の 厚み と 内 側 の 耳たぶ と 内 側 の く 
が まっ すぐ に な っ て いま す 。 くぼみ を と ら え ます 。 ほ み を つなぎ ます 。 
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上 単純 化 タ イプ 。 古 ケモ ノ の 耳 タイ プ 。 
[ 殻 と 内 側 の くぼみ 妖怪 や 亜人 類 に 用 
j を 簡単 な だ 円 で 描 いる こと が 多く 、 
| きま す 。 肉 厚 に し て 先端 を 
と が ら せ ま す 。 
7 が / 
@ 耳 は メガ ネ キ ャ ラ の 作画 に 欠か せな い 





メガ ネ は フレ ー ム を 耳 
に か け て 装着 し ます 。 





ま ヨ コ か ら の ア 
ング ル で は フレ 
ー ム で 目 ( 瞳 ) 

, が 隠れ る こと が 
多い で す 。 
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口 の 端 (口角 / こう か く ) を きっ ちり と ら え る と 、 立体 
ca 


が 生ま れ ま す 。 


ーー 先端 。 飛び 出し て 
いる 部 分 。 


下 く ちび る と 
つく 部 分 。 





口 の 端 
(こう か く ) 
口 は 曲線 。 下 くち びる の カゲ で 立体 感 を で 下 く ちび る の 肉 の 
与え ます 。 盛り 上 が り の カゲ 
構造 と デフ ォ ル メ の ポイ ント 
上 くち びる は 下 く ち な 
びる の 上 に か ぶさ る 上 くち びる の 先端 本 = 
~~ ag = 
いい ンク テグ Pr 
デ  / 下 甘 は 上 向き と し es き 
ao ピッ た 向き の カー ブ の ニュ = 
ニー 。 組み 合わ せ で す 。 下 くち びる の 肉 の 盛り 口角 の 上 下 の 向き で 
= 上 が り の カゲ 表情 が 変わ り ま す 。 





へ 、 下 くち びる の 端 が 上 
くち びる の 上 に な る 
こと は あり ませ ん 。 








口 は 下 に 
開き ます 。 


< マン 
な 

6 
し イ W し 口 を 開け る と 顔 が その 分 長く な り 、 


1 顔 の りん か くも 変わ り ま す 。 


@ 口 の 中 … 歯 並び を カー ブ で と ら え る 





軽く 口 を 開け る と 、 歯 の 列 は 下向き の カー ブ に な り ま す 。 か っ と 口 を 開け る と 、 上 の 歯 の 列 は 上 向き の カー 
ブ を 、 下 の 歯 は 下向き の カー ブ を 描き ます 。 






el っ を 強調 する と 、 品 Ns デ 
の 立体 感 が 強調 さ 
れ ま す 。 


口 と 歯 の 間 の カゲ 9 の / \ 





下 の 歯 は 「U」 の 字 状 に 描 さ ます 。 





ロロ の りん か くだ け 。 
歯 を 省略 する こと も 、 
マン ガ で は 一 般 的 な 
表現 で す 。 
アオ リ 
(| 上 
\ 0 
7 ミ ジ (で 
リリ アデ 5 の 





舌 の 形 を だ 円 状 に 残し て カゲ を 入れ た 表 
現 。 口 の 中 は 実際 に は 暗い で す が 、 全 体 

上 の 歯 の ライ ン を 「 つ 」 を 黒く する と ブ キ ミ に な る だ け で 、 立 体 

の 字 状 に 描き ます 。 の 厚み で す 。 感 が な く な る の で 気 を つけ まし ょ う 。 
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券 の 毛 頭 部 の シル エッ ト で キャ ラ を 見 分 ける と き の 決 め 手 で す 。 
目 算 が な く て も 、 読 者 に 誰 だ か わか る よう に 描き ます 。 











て 髪の毛 の ボリ ュー ム を と ら え る ) 
一 髪の毛 は 一 本 一 本 

と 描こ うと し て も 
描 を きれ る も の で は 















、 何 層 に も 重なっ て いま す 。 


@⑯ 圧 の 毛 の ボリ ュー ム と 生え ぎわ を と ら え る 









ジョ トカ カタ ド 


i は ボリ ュー ム が 
Ed - 少な いで す 。 
/ 
耳 の まわ り に 


髪の毛 の アウ トラ イン ( 
し は 髪 は 生え て 


髪の毛 の ボリューム 


ヒ タ イ と 査 の 毛 の 
部 分 を わけ る 「 生 





え ぎ わ ラ イン 」 髪の毛 の ボリ ュー 

ム は 頭 が い 骨 に そ 

つて いて 、 ど こ を 

と っ て も 等 し い 幅 

で す 。 
後頭 部 の 生え ぎ 」 / | 
わ ラ イン は 逆 V 
字 型 で す 。 


LR 





つ お じ の 位置 は 後頭 部 で す 。 つ お じ を 中 心 に 、 髪 の 毛 の 流れ 一 見 バラ バラ に 見 える 髪の毛 も 、 
は 頭 部 を お お いま す 。 つむ お じ か ら 伸び て き て いま す 。 
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@ 右 の 毛 の 性 質 
yl 
4 





で で \ 
髪の毛 は 上 に 向かっ て 伸び ます 。 も し 重力 が な く 、 髪 の 毛 が 重力 が あっ て 、 伸 び 放 是 髪の毛 は 硬い 、 柔 ら か い 、 ス トレ ー 
か た い 髪 質 だ と こん な 感じ に する と こん な 感じ に な ト 、 ウ ェ ー ブ な どい ろ い ろ な 髪 質 が 
に な り ま す 。 り ま す 。 あり ます 。 切り 方 と 流れ を つく る こ 


と で 、 へ アス タイ ル が 生ま れ ま す 。 


ボリ ュー ム を と ら え て 描い て みよ う 





頭 部 の アタ リ ! 6 x wa 
@ = 


頭 部 の アタ リ を と り 、 イ メー ジ 
に 合わ せ て 髪の毛 アウ トラ イン 
の 形 を と り ます 。 


i 


Wh 


生え ぎわ ライ ン 





NN 
ンジ 
@④ 
描き 込み タイ ブ 
の シン ブル タイ プ を 元 に 、 髪 の 毛 を ブロ ッ ク (か た まり ) で 
と ら え ます 。 
⑧③ 
シン ブル タイ プ 
生え ぎわ ライ ン を 入れ て 前 髪 を 描き ます 。 
アウ トラ イン を 描き 込ん で 完成 で す 。 
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(、 髪 の 毛 の 質感 を 表現 する ) 





0 


へ ヘリ に あたる 部 分 
が 光 を 反射 し ます 。 


が 





髪の毛 の テカ リ は 、 だ 円 状 に 形 を と 
り ま す 。「 天 使 の 輪 」 と いわ れ ま す 。 





天使 の 輪 部 分 





① ポリ ュー ム を と ら え ます 。 ② 生え ぎわ ライ ン や つ お じ を 意識 し て 、 
髪の毛 の 流れ を ブロ ッ ク で と ら え ます 。 


人 @ 右 の 毛 の テカ リ 表 現 





/ 
ィ ア クタ 
/ 
光 の 部 分 を ギザ ギザ で 表現 
する タイ プ 。 ア ニ メ の 彩色 
長い 曲線 だ け で ギザ ギザ に な る よう に テク ニッ ク を マン ガ や イラ 
描い た も の 。 間 を 抜い て 描き ます 。 スト に 応用 し た も の で す 。 


68 


@ ア ニ メ 風 テカ リ 表 現 
通常 の 曲線 タイ ブ ( め イナ ズ マ タイ ブ 








:… 髪の毛 の 構造 を と ら え て 描く 


: ポニ ー テ ー ル な ど 、 回 の 毛 の ブロ ッ ク が は っ きり し て (と 
: いる へ アス タイ ル は 、 構造 を と ら え て 描き まし よう 。 “= 






頭 本 体 部 分 
前 髪 ブ ロッ ク 
も みあ げ バ ー ツ 


テー ル バ パー ツ が っ つく : 
部 分 に 向かっ て 髪 の ・ 
毛 は 集まっ て いま す 。 * 





テー ル バ ー ツ 


テー ル バ パー ツ も 1 点 か : 
ら 流れ が 始ま り ます 。 * 


DOCCOCOOUOLCLOLKLYYXKYIYYYYYYKYYYYYKYLKKYKYYYYYCCLKYYYKYELYCCPYYCEEYCELLYLYLKYKUPCLCKYEYEKKLCCCCC い COCCO 








代表 的 な アン グル を 描き 分 け よ う 


キャ ラ の 表現 に は さま ざま な アン グル を 用 いま す 。 ア ング ル に よっ 
て も 、 キ ャ ラ の 印象 や 伝え や すい (演出 し や すい ) ムー ド も 変わ り 
ます 。 代 表 前 な アン グル を 描き 分 ける ポイ ント を 学び まし ょ う 。 





| 通常 の アン グル 」 
も っ と も よく 使う ナナ メ 向 き の 顔 は 、 音 を 左右 に 
傾け る こと で 表情 の バリ エー ショ ン が 広がり ます 。 1 








ナナ メ 向 き 45* の 模式 図 。 顔面 | に 
の 面積 と 側面 を と ら え まし ょ う 。 ヨコ の 中 心 線 





うつ むき か げん に こち ら を 見 る 


ノノ 頭 の 上 面 を と ら 時 
ン ン 。 えま し ょ う 。 





\ | な ば いて いる 眉 の 毛 や” 


て ヽ \ の ポ ボリューム を 多く 
ホリ ュー 
DO レル ん NN \ し 、 動き を 出し ます 。 
の) 
中 心 線 を 目安 に し て 、 顔 の バ @⑧ 
ー ツ を 配置 し ます 。 


@ すま し 顔 … 首 を こち ら に 傾け る 
目 所 の 位置 や 髪の毛 の ボリ ュー ム 、 





生え ぎわ な ど を は っ きり させ な が ら 
> ン 中心 線 を 個 描き ます 。 
/ SN け ます = 
@ ee SN 
2 @ 
5 の I\ 
いい に 
be 
(, 
両 局 を 結ん だ 線 ( 肩 ラ イン ) は 本 
ほぼ 水平 で す 。 )/ 
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i 
ま ヨ コ に 近い ナナ メ 向 き に 
ナナ メ 80* で す 。 鼻 が 顔 の 外 に 出る Ke /, 側面 の 中 心 線 は 耳 の 位置 や 
の で 、 顔 の 立体 感 が 演出 NZ SS の どの 作画 の 目安 に し ます 。 
され ます 。 だ デブ や 
中 心 線 を 顔 の りん か くに 
近づけ ます 。 
1 き 鼻 の 低い 子ども や 鼻 ス ジ ( 奥 
/ の 高 さ ) を 強調 し な い 美 少女 
> キャ ラ な ど は 、 左右 の 目 の 大 
は る き さ を 変え て 描き ます 。 
7/ 
wk SN 
st る 
多久 
グ / (4 ググ / 
ン 人 やめ 
3 RS】 
/ ! プ ク of 
『 
顔 の 凹 が よっ きり する の で 、 男 性 的 な た くま し さ を 演 a "A 
出し た い キ ャ ラ に 向い て いま す 。 SS つう) 
の 


@ 控 え め に こち ら を 見 る ぐ 美 少女 キャ ラ の 場合 > 






1 1 2 
N 上 N [ 
NA 奥 に な る 目 は 、 すす 
に \ 手前 の 目 の 273 ペー ペ 


8 くら い の 大 き さ 

"です 。 } | 
顔 の りん か くに 近 アル シー タグ 
づけ て 、 中心 線 を ププ デー 
と り ま す 。 


Z1 





前 向き な どの 「 外 向き 気分 」 の 
印象 が 強く な り ま す 。 












耳 は 目 より も 下 の 位 形状 に 描き ます 。 
置 に 描き ましょ う 。 





目 か ら 下 を 長く と り 、 ヒ タイ 
か ら 上 を 小さ く 描き ます 。 


\ 
口 か ら ア ゴ ま で の 距離 は 長く と り 、 ア ゴ の 下 の 
形 は 省略 し て も 、 ア オリ に 見 えま す 。 





キャ ラ そ の も の が 読者 に 対し て アピ ー ル する カ 
は 弱い で す が 、1 つの シー ン と し て 強い 印象 を 
与え る 効果 が あり ます 。 





\ で 
ff MD) 


頭 部 と 首 と の 「 つ な ざ 
目 」 を 曲線 で 描く と 、 0 
立体 を と ら え や すく な 分 が は っ きり 
の し ます 






男性 キャ ラ の 場合 、 = \ 
鼻 の 下 を 強調 する と NN 
アオ リ の 立体 感 が 迫 AA 
力 と し て 出 て きま す 。 ) 

rf 


0 MND 
ヨコ 顔 に 近い アン グル で は 、 ア ゴ か ら 首 。 Nh \ MM 
に いた る ライ ン が スム ー ズ に な り 、 ア ゴ NN 
の 下 の 形 は は っ きり し な く な り ま す 。 \ 
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[フカ ン の ア ング ル | る な ど 、「 内 向き 気分 」 or 
gD ンタ 7 












軍記 
| 
頭頂 部 が 
見 えま す 。 
| /( 
A! NN 
フカ ン ア ング ル の 顔 UY NO 
は 、 肌 体 の 上 面部 も ーー 称 人 
し っ か り と ら え て お 
= きま し ょ う 。 





髪の毛 は 頭 の 形 に そっ て 、 
つ お じ か ら 流れ て くる イ も 
メー ジ の 曲線 で 描き ます 。 ーー 


、\ 
ヨコ の 中 心 線 を を と る か わり に 、 


頭 部 の 断面 を イメ ー ジ し た 曲線 で 
立体 感 と アン グル を と ら え ます 。 





顔面 より 髪の毛 部 分 の 
面積 が 大 きく な り ま す 。 





耳 が 回 の 間 か ら の ぞ く 散 型 で は 、 ア ゴ の 
ライ ン も し っ か り と っ て 描き まし よう 。 


顔面 の ら 倍 くら い が 、 頭 ( 髪 
の 毛 部 分 ) に な る よう に バ 
ラン ス を と り ま す 。 


ヒ タ イ と 髪 の 





1 i 

HH 汰 ) 

| 『 / 

\ いく > 時 / | = = 

3 の ン // 

鼻 か ら 下 の 見 える 面積 が 小さ く な る の 

, で 、 口 の 敵 (口角 / こう か く ) の 角度 で 

4 表情 を 出し ます 。 
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了 顔 の / パー ツ を 動か す 表情 を っ くろ う ~ 


表情 を つく る 顔 パ ー ツ の 形 と 、 感 情 や ムー ド を 演出 
する 顔 の 角度 (アン グル 効果 ) を 学び まし ょ う 。 


驚く ・ 忘 怖 


る アン グル 効果 … 正 面 向き 
何 か が 迫っ て くる 演出 に 効果 的 で す 。 


まゆ 毛 … 大 きく 波 打 た せ 、 み けん に シワ を よせ ます 。 

目 ……… 大 きく 見 開き 瞳 を 小さ い 丸 に し ます 。 

回 * タテ に 大 きく 、 四 角 く 開い て いま す 。 
髪の毛 … 不 規則 に 大 きく は ね ます 。 








目の下 … 目 も と に 力 が 入っ て いる の 
で シワ を 入れ る ます 。 さら 
に 目 の く ほぼ み に カゲ を いれ 
ます 。 

目 の 間 … シ ワ の ヨコ 線 を 入れ ます 。 
顔 の 立体 感 の 強調 に よっ 
て 、 恐 怖 感 と スピ ー ド 感 を 


与え ます 。 


る アン グル 効果 … ナ ナメ 45 " や や 下向き 。 


後悔 や 悔し さ な ど 、「 悲 し み の 意識 ] が 強い 
シー ン の 表現 に 向い て いま す 。 







まゆ 毛 … 力 な く ゆ が め て 下げ ます 。 っ 
目 「 へ 」 の 字 状 に つぶ ぷり ま す 。 
……… 四 角 く ゆがめ ます 。 


る アン グル 効果 … ナ ナメ 45" 通常 。 顔 
の 向き と 目線 の 方 向 が 違う こと で 、「 こ ち 
ら を 見 る 」 意志 が 強く 表れ ます 。 


まゆ 毛 … 左 右 の 高 さ を ズ ラ す こと で 、 ぶ 
と し た 表情 の 動き を 出し ます 。 
| 三 白眼 。 軽く に ら み つけ る よう 
| な 印象 を 与え ます 。 
| | 品 …… 小 さめ の 三角 。 少し ゆがめ る こ 
| と で ニヤ リ と し た 雰囲気 を 与え 
/ ます 。 





文句 を 言う 
@ ア ング ルル 効果 …B5" の 角度 の ナナ メ 向 
き 。 目線 と 向い て いる 方 向 を あわ せる こと 
で 、 意 識 の 方 向 が は っ きり し ます 。 


まゆ 毛 … や や つり 上 げ ま す 。 
口 ……… タ テ 長 に 四角 く 開 きま す 。 






/ 
むっ と する ・ 怒 


@ ア ング ル 効 果 … ほ ぼ 正 面 向き 、 や や うつ 
お きか げん 。 に ら み つけ る 感じ が 出 ます 。 


まゆ 毛 … 逆 「 八 の 宇 型 に つり 上 げ ま す 。 


目 ……… 細 くつ り 上 げ 、 少し 三 白眼 。 
円 時 「 へ 」 の 字 状 に 小さ く 開け る 。 


る アン グル 効果 … 正 面 向き を 。 素直 さ 、 無 防 
備 な 明る さ 感 を 強調 し ます 。 


まゆ 毛 … ゆ る や か な カー ブ で 「 八 の 字 状 。 


目 …… [へ J 


ロー 大 きく 逆 三 角形 に 開き ます 。 
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ーー "= 顔 の 大 き さ と 体 の 大 き さ と の バラ ンス に 気 
中 ヤ ラ の 体 を 描こ つ を 配っ て 描き ます 。 パ ー ツ ご と の つなが り 


(構造 ) を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


体 を 指 く 手順 描き た い イ メー ジ の 姿勢 、 骨 格 を と ら え て 描き ます 。 
田 体 の パー ツ 同 士 の バラ ンス に 気 を つか いま し ょ う 。 
ーー 












体 前 面 の 中 心 線 一 | 局 関 節 。 左 右 を 対 ( セ 
/ ッ ト ) と し て 肩 ラ イ 
| ン を 意識 し ます 。 

| | ー 胸 の 位置 
| イ (バス トラ イン の 目安 ) 
| ( 
ペレ / 
| ヒジ 関節 。 肩 と ーー ル 
手首 の 中 間 位置 
ラフ イメ ー ジ で す 。 胴 体 に か 
を 描き ます 。 くれ る 腕 も 、 き 
っ ちり と ら え て 
- 股関節 
| お さま Ds ( 脚 の つけ 根 
① 
キャ ラ の 向い て いる 方 向 
を は っ きり させ て 、 姿勢 
を 単純 な 線 で と ら えま す 。 ヒザ 関節 
OQ) 
関節 の 位置 描き 
込み な が ら 、 全 身 の 
アタ リ を と り ま す 。 


ウエ スト の 伸び 縮み を と ら え よう 









正確 な 形 より 
最初 は 全体 の 形 を 
と り ま し ょ う ! 

パー ツ 同 士 の つなが りや 
大 き さ 、 長 さ の バラ ンス に 
気 を つか いな が ら 
描き 進め ます 


"ほぼ 平行 で す 。 





肩 ライ ン が ナナ メ に な っ 
た と き に は 、 腰 の 伸び 編 
み が あ り ま す 。 
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バー ツ の バラ ンス を と りな ュー 
が ら 、 ブ ロッ ク 状 に 則 体 や 
手足 に 内 づけ し ます 。 


④ 
顔 の 中 身 を ラフ に 描き 、 
ライ ン を 人 正 し な から 滴 だ 込み ます 。 


® パ 
アウ トラ イン や 細部 を 描き 
込ん で 完成 させ ます 。 


レグ 4 


0 い 山体 の 特徴 に な る 胸部 と お 万 の 基本 的 な 形 と 
体 の / リー ツ 。- 胸部 と お 尻 と ら ぇ カ を を ひま しょ 3。 


女のコ は 乳房 の 丸 さ を 、 男 の コ は 胸 筋 で 板 状 に と らち えま す 。 
本 
乳房 柔らか い 脂肪 の か た まり で す 。 










脇の下 







胸 の 間 に は すき 間 が 
あり ます (乳房 は 離 
れ て つい て いま す )。 


バス トト ッ プ ライ ン 
(乳首 を 結ん だ ライ ン 。 
横 か ら 見 て 、 も っ と も 
高く な っ て いま す ) 


アン ダー バス ト 






7 


肩 ラ イン 、 両 脇 を 結ん だ 線 、 バ スト トッ プ 、 
アン ダー バス ト の ライ ン は 平行 に な り ま す 。 





つき は じ め の ライ ン 
/ は 脇の下 。 





下端 (アン ダー バス 
ト ) の 位置 の 目安 は 、 
ちょ うど アゴ か ら 頭 
1 つく らい 下 で す 。 








| 
|  / いい 
カド 張っ た と ころ や 不 自然 に 


へ こみ の な い 曲 線 で 描き ます 。 胸 の 谷間 は 両側 か ら ブ ラ な ど で 中 央 に 
押さ れる こと に よっ て で きま す 。 


ホラ 
1 MESH 
AU i Wa 夫 Q 2 


服 を 着 て いる 場合 形 を 強調 し た ふく よ か タ イプ 中 型 タ イプ (標準) 大 きい タイ プ ちい さめ タイ プ 





@ 胸 の サイ ズ と 形 の 目安 


に 7 














/ 
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胸 の つき は じ め 












る 位置 や 下端 の 
に | 位置 は 女のコ と 
| ( ( | | 同じ で す 。 
\ / AN UI | | 
胸板 (お な いた ) と も 言わ れる | | \ | 
板 状 に 見 える 筋肉 で す 。 | に \ | \ a 
4 I ! 7 グ 呈 11LN 7 パ 
⑧ 男 の コ の ボディ 
(そう ぼう きん ) 
に と ら え まし ょ う ・ (いき ょ うき ん ) 
三角 筋 ー 肩 ラ イン 
ろ っ 骨 部 分 一 、 (さん か くき ん ) 
みぞ お ち メ へ NN 
/ NM ー 乳首 を 結ん だ 
[|| Ky ング ライ ン と 肩 の 
放電 筋 一 ーー N/ ライ ン は 平行 
< 5 メ < に な る よう に 
oe プペ ハー 広 背筋 描き まし ょ う 。 
も いい ます ) ” に う は いき ん ) 
男 の コ の ボディ は 基本 的 な 筋肉 を 


と ら え て ラフ を 描き まし ょ う 。 





筋 内 タイプ - 









背中 の 筋肉 は 腰 の 内 側 
に 入り 込み ます 。 


スリ ムタ イプ と 筋肉 タ 
イブ で は 、 胸 部 の 厚み 
が 倍 以上 差 が あり ます 。 


- ぷ 厚い 
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お 尻 女のコ は 球 、 男 の コ は 板 の イ メー ジ で と ら え まし ょ う 。 














脚 を 閉じ て も すき 間 柔らか く 、 ボ リュ 






















が で きま す 。 ー ム が ある の で シ 
ワ が で きま す 。 
上 し お 尻 の 線 (割れ 目 の 
| (始ま り ) 位置 
| # 
細く な っ た 腰 か ら 曲線 的 に 張り 出 
す [ 丸 み 」 の イメ ー ジ で と ら えま す 。 
@@ お 尻 の 形 の 違い 
| 
ン Ns / / ゞ Y 1 
用 の 位置 | N 
腰 の 位置 が や や 低い 
な だ ら か な ライ ン 
1 = お 尻 の も っ と も 
\ \ 張り 出し た 部 分 
お 亡 部 分 と 脚 部 分 
| の 区 別 が は っ きり 
/ お 選 と 胸 の し ませ ん 。 
つなが り 部 \ 
分 に くびれ 
屋 と お 尻 が 張り 出す 位置 が 高く 、 が あり ます 。 普通 に お 恨 が 丸く 飛び お 万 の 丸 さ が 強 調 
も っ と も カッ コイ イタ イブ 出し て いる タイ ブ され な い タ イプ 
主体 と 脚 の つなが り 部 分 










s ( 脚 の つけ 根 ) は だ 円 状 
x NY に と ら え ます 。 
は A 背骨 か ら お 尻 の 
割れ 目 は 連続 
人 | た 曲線 で と ら え 
7 / | | まし ょ う 。 
SA ハ | 脚 に 骨 れ て 見 え 
M/ \ な い 靖 体 前 面部 
| 7 (お な か ) 
| ば 7 
お 尻 の 割れ 目 の 始ま 正しい 例 
り が 高 す ぎる 失敗 例 2 





骨格 (骨盤 の 骨 ) を 主体 に 、 
直線 的 に と ら え ます 。 






ーーー 骨盤 の 出っ張り を 意識 する 
y と 、 直 線 的 な 男性 の お 尻 の 
イメ ー ジ を 出し や すい で す 。 


お 尻 の 肉 は 女のコ に 比べ て 
薄く 、 か た い イ メー ジ で 措 
きま す 。 お 尻 の 肉 の 線 は 丸 
く な ら な いよ うに 、 わ ず か 
な カー ブ で 描き まし ょ う 。 




















背面 ライ ン は 腰 に 向 
か っ て 細く な る よう 
に 鋭角 的 に と ら えま 
し ょ う 。 
肩 甲 骨 
EE 骨盤 を 角張っ た 
ハー ト 型 に と ら 
えま す 。 表 
骨盤 を 意識 し 
た 線 。 か た い 
感じ が 出 ま す 。 
= コ 
ナナ メ 向 き の ア ング ル 骨盤 の 骨 の 起 
で も 、 お 尻 の 線 は 直線 伏 で で きる く 
的 で す 。 ぼ み の 線 。 
張り 出し た 部 分 が 張り 出し た 部 分 が シル エッ ト が 
高い タイ ブ 低い タイ ブ 丸い タイ プ 





| \ 直線 的 に 描き と : 
| 】 お 房 は 筋肉 も 脂 引き 締まっ た tS. : 
| 肪 も あま りな い | 丸い ライ ン に : 

の で 、 平ら な ラ な り ま す 。 : 

sl イン で す 。 Nl : 
お 尻 の 厚み の 違い : 

は 、 脚 線 に も 反映 : 

され ます 。 : 

は に k : 

: 内 太もも は 直線 的 で す 。 筋肉 で 曲線 的 な ライ ン に な り ま す 。 : 


スリ ムタ イプ 
















COO Te 
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向き 、 そ し て 姿勢 と 肩 の ライ ン 


動き の ある キャ ラ を 描く RT 
| 立ち ポー ズ に 動き を 出 そ う ) 顔 と 体 の 向き や 傾き を 次 えま す 。 


\ 〆 < 顔 の 向き と 胴体 の 
バ 向き を 変え る 















肩 ラ イン と 骨 机 O 
ライ ン を 傾け る 





| / の へ 次 益 を そり 気味 に 
し て 、 顔 は や や う 


つ お か せる 





顔 と 体 の 向き が 同じ で 、 肩 体 の 姿勢 を と ら え る 構造 


ライ ン と 骨盤 ライ ン も 平行 線 ( 顔 の 十字 、 体 の 中 心 線 、 
で は 、 動 き が 出 ませ ん 。 こ 肩 と 骨盤 の ライ ン ) を は 
れ を 棒 立 ちと いい ます 。 つき りさ せま し ょ う 。 
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人 @ 重心 と バラ ンス 倒れ る 原理 、 倒 れ な い バ ラン ス と は … 








頭 か ら ま っ すぐ 下ろ し | 





頭 が 足 の 範囲 より 外側 頭 は 足 の 範囲 より 内 側 











Ot 
頭 と お 尻 の 中 間 あ た り 頭 と 足もと が 広く 離れ 
足 と 頭 が 近い の で に 足 が あ る の で 、 あ や て いる の で 、 倒 れ ま す 。 


倒れ ませ ん 。 うい けど 倒れ ませ ん 。 


| 片足 で 立っ て も 、 重 
た 線 (重心 線 ) が 、 足 | 必 細 は 足 の 位置 
も と に 来る も の は 、 も | | 致し ます 。 
っ と も 普通 に バラ ンス | 
が 良く 、 倒 れる こと は 記 
あり ませ ん 。 a 
= 








何 か に 寄り か か っ て いる … 
その 「 不 安定 さ 」 は 
印象 に 残り や すく 

イン バク ト の ある も の に 
な る ん で す 


』 


重心 線 と 軸 足 が 離れ 
て いる と 倒れ ます 。 
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歩 く 動作 肩 ラ イン の 角度 と 骨盤 ライ ン の 角度 、 つ ま 先 の 向き に 
気 を つけ て 描き まし ょ う 。 
正面 側 


① イメ ー ジ に 合わ せ て 骨格 
を 描き 、 肉 づけ し ます 。 


人 @ 作画 の ポイ ント 
肩 ラ イン と 骨盤 ライ ン を 平行 
に し な いよ うに 描き まし ょ う 。 


骨盤 ライ ン 





手足 を 交互 に 出し て いる 意識 を 持ち ま 
し ょ う 。 






@ 作画 の ポイ ント つま 先 と 体 の 向き は 歩く 方 向 を 向い て いま す 。 





外側 を 向い て 
いま す が … ッ 
4 
i 
i 
) 
- ノ ン 
歩く 動作 の と き は 胴体 』 つま 先 が 別 々 の 方 向 を 向い 
の 向き と 同じ 方 向 を 向 て いる と 、 平均 台 の 上 を 歩 


ける よう に 描き ます 。 EY いて いる よう に 見 えま す 。 


背面 側 手順 は 同じ で す 。 





ひね り に よっ て 右側 面 が 少し 見 えま す 。 
肩 か ら 腕 の つき 方 は デッサン 人 形 を 参 
考 に 描き まし よう 。 





ーー 


:" ひ ね り を 強調 し な い 「 歩 動作]: 


\ | 
肩 と 骨盤 の ライ ン を \ 


傾け て いる の で 、 ひ 

ね り が 表現 され て い (| | 
ます 。 背骨 の ライ ン 人 
は 5S 字 状 に な り ます 。 / | 


: 姿勢 を 傾け る こと で 、 歩 く みみ : 
: 動作 は 表現 で きま す 。 の 





: 姿勢 を 表す 中 心 線 
: が 傾い て いま す 。 


Veseseeseesseseeeeseeseeeeeeeeeees est 
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背面 ポー ズ お 尻 を 突き 出し た ポー ズ は 背中 で 語る 決め ポー ズ の 代表 
で す 。 胴 体 と 脚 部 の パラ ンス に 気 を つけ て 描き まし ょ う 。 


(後ろ か ら 見 た 前 か が み ) 














@ 作画 の ポイ ント 

① アゴ を 上 げ る 

@ 脚 部 を 長く と りす ぎ な い 
⑬ 正面 方 向 に 向かっ て 、 脚 を わん 曲 さ せる 





@ 脚 が 長め で も カッ コ 良 く 見 せる 場合 


ら つ の ポー ズ の 背中 と お 尻 の 
見 え 方 を 参考 に し て 描き ます 。 








1 ロー アン グル 気味 に し て 、 足 を 
大 きく 開く と 、 長 い 脚 線 が 魅力 
お 尻 を 突き 出し た 場合 の 迫力 の ある も の に な り ま す 。 





_ 床 に 座る 
後ろ 2 に 手 を つい て 座る 


① 租 格 を 描き ます 。 肩 ライ ン と 箇 盤 ライ ン 
は バー ス が つい て ナナ メ に な り ま す 。 


@ 作画 の ポイ ント 
床 面 を た 決め 、 バ ー ス を 意 
識 し て 描き まし ょ う 。 









お 尻 が つく 床 面 を 決め て 描き ます 。 脚 の ポー ズ は 股関節 や 
ヒザ 関節 の 位置 が 重要 で す 。 


(② 内 づけ し ます 。 






側面 部 を と ら え 、 厚 み 
/ を 意識 し て 描き ます 。 





二 拓 部 と 骨盤 は 各々 
台形 に と り ま す 。 








Su ペグ ヒザ 位置 
っ の へ 





ま ヨ コ か ら 見 た と き の 模 式 図 を 描い て 、 
関節 の 位置 を と ら えて 描き ます 。 


@ ナナ メ 後 ろか ら 見 た と き は 、 キ ャ ラ の 体 に バー ス が つき ます 


ほぼ ま 後ろ か ら 見 る と 、 背 
中 が た くさ ん 見 えま す 。 肩 
ライ ン と 人 骨盤 ライ ン 、 床 ラ 
イン は ほとん ど 平行 で す 。 





床 ラ イン 。 床 と お 尻 が 


ボー へ へ 、 接し て いま す 。 < 






ナナ メ 後 ろか ら 見 る と 、 
肩 ラ イン と 細 盤 ライ ン は 
ナナ メ に な っ て いま す 。 
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人 @ 作画 の ポイ ント 


股関節 か ら ヒザ まで の 長 さ 。 < 一 
(ヒザ の 位置 ) を と ら え て 描 / 
きま し ょ う 。 6 


脚 を 描く 前 に 調 体 を し っ か パー 
り 描き ます 。 脚 の つけ 根 と 。 
床 を は っ きり させ ます 。 






















a 
腕 と 脚 を 描き 込み ます 。 胴体 に 
隠れ る 腕 な ど 、 見 えな い 部 分 も 
描い て バラ ンス を と り ま し ょ う 。 


床 に つい て いる 部 分 は 
平ら に な り ま す 。 


あぐら を か く @ 作画 の ポイ ント 


① 股関節 を は っ きり させ て 描 
きま し ょ う 。 
全体 の 骨格 を ① 調 体 を 描い て 、 @ 脚 部 を 大 きめ に し っ か り 措 
描き ます 。 N \¥ Te く と 安定 感 が 出 ます 。 
つっ で ロロ 
の の う 





脚 を 描き ます 。 脚 部 の 安定 
感 を 強調 し まし ょ う 。 ⑨③ 





太もも 部 分 … カ 
ー ブ を 強く し 、 
張り 出さ せま す 。 


太もも の ライ ン を 弓 な 。/ ーー 
り に し て 、 ボ リューム 
感 を 与え まし ょ う 。 


NN、 ヒザ まわ り … 骨 を >、 > 
ふく ら は ぎの 筋肉 = クタ 


を 強 関し ます 。 CS ー P ーー 
ーー \ 





し て 安定 し て 見 え 
る タイ ブ 


見 え 方 と 構造 的 に は こち ら の 
ほう が リア ル に 近い か も し れ 





ー テ 


: ~ ませ ん 。 で も キャ ラ の 頭 が 大 
ーー : ヒザ 位置 が 肩 よ り 外側 に きい デザ イン な の で 、 見 た 目 
、 張り 出す よう に 描き ます 。 が 不安 定 な 印象 に な り ます 。 








作画 の た め の ポ ー ズ づく り b 






レン 第 3 関節 
ンー 第 2 関節 


一 第 1 関節 ( 挙 骨 / け ん こつ ) 





観察 の ポイ ント と 作画 の 
ポイ ント を 学び まし ょ う 。 


指 の つけ 根 の シワ で 手 の 厚 みや 指 の 立体 感 が 生ま れ ま す 。 
シワ の 方 向 や 流れ に 注目 し まし ょ う 。 











ー 第 2 関節 
1 関 和 
挙 (し ょ う ) 便 
観察 の ポイ ント 
0!g( 人 (89: 90 (690: の) の 6): 0 8 ip 89 9 9 の 6. 0.6.6 8:@.19. 9. 
作画 の ポイ ント 
が rh, 
| rf\ 
指 部 分 。 長く 中 指 の つけ 根 は 1 
と ら えま す 。 | プ 「/U の 字 状 に 太い | 
/ ズ | シワ が 入り ます 。 1 
ーー | 』 を 1 
甲 部 分 。 短く Fj 指先 の カー ブ は 
と ら えま す 。 ンー 條 重 に ゆっ くり 
指 の つけ 根 を | / @ むむ 引き まし ょ う 。 
曲線 ライ ン で ) 4 
RW | 指 と 甲 部 分 を 大 づか | て) / 環 指 の つけ 根 の シワ 
み に と ら え まし ょ う 。 | Y ノ は ① の 上 に ② が 乗る 
\ よう に 描く と 立体 感 
手のひら 側 の 部 分 | * が 生ま れ ま す 。 
(みず か き ) を し っ た Z 
か り 描く と 、 厚 か ) 
が 出 ま す 。 | ーー ヘー 手間 の [i] の 
| シワ が は いり ます 。 ハ 
| へ \ 
[ | 1} 
[ | ( 1 / 7 
Ni | | 指先 を つない だ \ U し 
| 2 | イメ ー ジ の 曲線 N 
\ 3 信 還 /7 Y 1 ググ 
1 | 3 の, 
7 褒 
| , } 
) / 8 te / ジ 
/ 指 の つけ 根 の 2 
アタ リ 曲 線 グ | アグ / 
/ グ ja っ / 
| 手の甲 側 に 曲線 的 に a f 
まわ り 込ん で くる シ | 
ワ で 、 親 指 ま わり の 全体 の 形 を と ら え る の ①②③ の 3 つの 曲線 で 親指 の 
厚み が 出 ま す 。 ラフ を 描き ます 。 
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腹 の 立体 を と ら え まし ょ う 。 


テー ブル に つい た 手 
普通 に 手 を つい た 場合 













手首 の 骨 が 出 


っ ぱり ます 。 手首 の シワ が 
うっ すら 入り 


ます 。 手 を 押し つけ た 場合 





v 





へ こみ ます 。 


a ア ュー 
に 大 き な く | D 
手のひら の 中 心から 左 
れ が で きま す 。 右 に 曲線 に な り ま す 。 
ギュ ッ と つい て も 
浮い て いま す 。 


lee eewo eeeeeeeeeeeeeoeeeeesweeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeooeooeoeeeeoeoeoo 


手 の 形 は その まま な ぞ っ て も 手 に は な り ま せん 。 









厚み を 意識 し た 線 で 描 さ まし ょ う 。 い 
厚み を だ 円 で 
と り ます 。 つい て いる 部 分 。 
/ ) 太く し っ か り 描 きま す 。 
4 
指 の 位置 と 太 OS 
さ の 目安 
手のひら は 板 、 太い シワ が 
の イメ ー ジ で は いり ます 。 
描き ます 。 
= ; MK ・ が ーーー ーー 
& に RNN ご ~~ _ 
- な り ま す 。 ーー ニー 
手首 の シワ は 曲 ーー 
人 Es 押さ えつ けら れる の で 、 ふ くら ん だ 
閣 曲線 に な り ま す 。 
し っ か り し た 線 で と ら える 
と 手 に 存在 大 が 出 ます 。 、 
NN 手首 と 手 の 接続 は 
手 の 本 体 部 分 だ 円 で と ら えま す 。 





ルプ 





線 を し っ か りさ せる ポイ 


“ 


91 


突き 出さ れ た 手 









親指 の 腹 の 根 も と に で きる 
カゲ 。 手 の 厚 み が 出 ます 。 


ヒジ は この 筋肉 
の 後ろ に か くれ 
て いま す 。 










握り こむ 指 に 力 が 集中 する の で 、 
親指 に は 必要 以上 の 力 が 入ら ず 、 
まっ すぐ の ライ ン に な り ま す 。 
観察 の ポイ ント 
eveeeeeeoeeeeeeeeeeoeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeseeseeeeeeeeeseeie 
作画 の ポイ ント 
ヨコ の 場合 は 手首 の 関節 て 
は 細長 い だ 円 で す 。 親指 の つけ 根 を ) 
だ 円 状 に と り ま す 。 


J 
"Re, 


関節 の 断面 は 正 
円 に 近い だ 円 で 
と り ま し ょ う 。 


親指 の 腹 か ら の 
つなが り を 流れ 
と し て と ら え て 


甲 は ゆる や か 
な 曲線 で と ら 
えま し ょ う 。 
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骨 の 丸い アタ リ を 目安 に 短い 曲線 を 描き 込 
み 、 甲 と 指 の 面 を ほっ きり させ まし ょ う 。 


esseoseseoesseeeeesceceoeeee eeeeeeeooeeeoreeeeeoeeoeeeeeeees 










親指 を 上 に 向け た と 


寺 と 関節 の ふく ら み 人 差し 指 を ピン と 伸ばす 
が 変わ り ま す 。 と 力 が 入り 、 親 指 は 弓 な 
り に 反り ます 。 





手のひら が 曲げ ら て る の で シワ が 
太く ナナ メ に は いり ます 。 





腕 を 肩 の 高 さま で 上 
げ る と 肩 の 関節 も 上 
が り 、 肩 ライ ン は ナ プ 7 
ナメ に な り ま す 。 


も と の 肩 ラ イン は 
ほぼ 水平 で す 。 





手 の ポ ー ズ を と ら え る の に 有効 な 3 つの 
ライ ン 。 3 つの ライ ン に そっ た 「 か た まり 」 
と し て と ら え まし ょ う 。 





\ る 3 
つき 出し た 指先 は つ 





け 根 の 関節 より 、 大 
きく 描き まし ょ う 。 
“= s 
半月 状 「 手 」 を は っ きり させ 
る 決め 手 に な る 線 。 
丸 
失敗 例 。 aa 丸 に 半月 状 の ツメ を 描く と 
り に と ら え た も の 。 正面 か ら 見 た 指 に な り ま す 。 
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観察 の ポイ ント 


人 差し 指 に 向かっ 
て 「 へ ] の 字 状 で す 。 





親指 の 腹 は 床 
に つき ます 。 





指 部 前 定 底 土 ふ まず カカ ト 





カカ ト を 台 に 乗せ る 
と シワ が 細か く 入り 土 ぶ まず 側 で な く て  : さ - 
ます 。 も 弓なり に な り ま す 。 床 に つく 部 分 


IL スル スエ ルオ ミミ ミミ ミス ミミ ミミ ミスミ ミ メス スミ ミス ー ス BR KAMRRIRRENIRERINRERERRRRRRSRIRRRIRRREEESS 


作画 の ポイ ント 


ブロ ッ ク 状 に 形 を と ら え ます 。 





足 の 甲 は 弓なり 
の 曲線 で 描き ま 
し ょ う 。 





関節 の 出っ張り 


ゆる や か な 曲線 で 
すっ きり 描き ます 。 


ブロ ッ ク ご と に と ら え 
て 形 を と り ま し ょ う 。 












林間 9 カカ ト は 丸い 
z } イメ ー ジ で と 
ング ら え ます 。 
土踏まず の 曲線 
短い シワ を 
で ー 入れ まし ょ 
= う 。 
ヨコ 長 の だ 円 と タテ 長 の だ 円 を 
描い て 間 を つなぎ まし ょ う 。 < 
低い 位置 に 関節 
が 出っ張り ます 。 






1 


MA 線 を つなぎ な が 
ら 形 を と り まし 
ふ よう 。 
“ 7 






I 
カカ トバ ー ト 『 


/ 






力 が 入る の で ア 
キレ ス 性 が 強く 
浮き 出し ます 。 


足 と 脚 の 





カカ ト 部 分 は 脚 
より 後ろ に つき 
2 つら 出し て いま す 。 
前 足 底 見 え 足 の 指 が 開い て 、 
ます 。 ご く ゆ る や か な 曲 
線 状 に 見 えま す 。 


oooeeoeeeoe eeeeeee 


わずか に 浮か - か ーー 
せ た す き 問 


ゆる や か な 曲線 で 描き ます 。 床 に 接し て いま す が 、 平ら に 
は な ら ず ゆる や か に な り ま す 。 








カカ ト は 力強い 
「 つ 」 の 曲線 を 意 
識 し て 描き ます 。 





失敗 例 。 甲 の 形 や | 通常 は 床 に つい て 
カカ ト 、 指 の 形 を て いて 見 えな い 部 分 
写真 通り に と ら え て 
た も の 。 = ーー 
x シーー クツ 底 を イメ ー ジ する と 

= グ 形 を と りや すい で す 。 


指 は 丸 の イ メー ジ で 
描き まし ょ う 。 
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肩 関 節 の 丸 
の み は 見 えな 
く な り ま す 。 









観察 の ポイ ント 
作画 の ポイ ント 
N ノ ~ 上 棋 か ら の アン グル 
で は 腕 の つけ 根 の 
パ 1 太 さ が 目立ち ます 。 
ンー 










AA / mw 


A 6 
体 の 中 心 を と ら えま す 。 





0 ) 
胸 の ライ ン か | 

ら の つなが り 3 

に 気 を つけ て 

アー ム ホ ー ル 

の 大 き さ を 決 

め ま し ょ う 。 






> 
NW 


。 ふく らん だ 
腕 の 太 さ の イメ ー イ 曲線 で 描き 
ジ に あわ せ て アー ーー プア ます 。 
ム ホ ー ル の 大 き さ ( 
を 決め まし ょ う 。 腕 の つけ 根 ( 庫 の 下 
と 腕 ) の つなぎ 目 は 、 
/ くぼん だ よう に 描き 
まし ょ う 。 


| ke 





腕 の つけ 根 は 肩 中 
に つなが り ま す 。 





ヒジ の へ コミ 
が 表 に きま す 。 


段差 が で き 
i ます 。 





ヒジ の へ コ 
ミ が ヨコ に 
きま す 。 


ーー スムーズ な 
ライ ン に な 
り ま す 。 


まま まま まま えま まま エミ ミミ エミ ミエ トミ ミミ KIMIREKHRNHRRIRERRRRRRRXRRRRRRRRRYRTE) 


肩 ラ イン を と ら え て 、 
姿勢 ( 体 の 傾き ) を 
は っ きり つか み ま す 。 





手の甲 を 正面 に 向け る 場合 
a 
| 協 か ら 交 に いた る ラ 
| イン は 、 情 体 の 厚み A 


を 出す 効果 も ある の 1 
で 、 し っ か り 描い て - 
お きま し ょ う 。 


肩 の 丸み を 形作る ラ 
イン は 、 鎖 骨 か ら つ 
な が っ て いる よう 

に 、 し な や か な ライ 
ン で 描き まし ょ う 。 











手のひら を 正面 に 向け る 場合 





手のひら を 向け る 
と 手首 の 細 さ が は 
っ きり し 、 ダ イナ 
ミッ ク な ら S 字 ラ 
イン に な り ま す 。 
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肩 の 位置 は 交わ り ま 
せん 。 ヒジ 部 分 だ け 
で 動い て いま す 。 









筋肉 の カゲ 


の ヒザ の 位置 
の 違い に 注意 。 


骨 が 目立た な 
く な り ま す 。 








観察 の ポイ ント 


作画 の ポイ ント 
股 体 の デッサン 人 形 を ラフ に 描い て 立体 を と ら え まし ょ う 。 










ノ 中 心 線 。 体 の 
の の 向き を と ら え 
し ます 。 
通常 の の 
肩 位置 
ン ヒジ 位置 (動き 
ヒジ 位置 を 前 の ポイ ント ) を 
に 出し た と き は っ きり させ て 
は 肩 の 位置 を 7 描き まし ょ う 。 
少し 前 に 出し 
まし ょ う 。 
* ニ ー ソ ックス 


ライ ン 。 脚 部 
の 立体 を と ら 
えま す 。 


肩 一 と ジー 手首 の 
長 さ は ほぼ 同じ 長 
さ に 描き まし ょ う 。 
失敗 例 。 関野 の 間 朗 
9 が いい 加減 だ と 、 腕 
/ 』 の ライ ン も いい 加減 
た に な っ て し まい ます 。 
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スム ー ズ な 
ライ ン に な 
り ま す 。 


ヒジ 部 分 が 2 
へ こみ ます 。 


EEUIRXRRIRREXIASSRRKXSESKNN は は は まま は まま まま KK まま まま まま は まま まま ます まま まま まま まま まま 】 


と 

く 扇 位置 を 補正 し 9 

な が ら 描 く > 
を 3 

① 月 体 を 描い て 、 が 2 

腕 を 大 づか み に 措 る 


き 入 れ ま す 。 P の 
74 を 


⑧ 肩 ライ ン と バス 
トラ イン は 常に 平 
行 で す 。 平行 の ラ 
イン に 合わ せ て 、 
クノ 肩 の 関節 位置 を 修 
正 し ま す 。 











③ 完成 。 全体 
一 部 分 一 全体 の 
バラ ンス を 確認 
し な が ら 作画 し 
まし ょ う 。 







小指 側 は スム ー ズ 
な 曲線 で す . 


胸部 の 伸び を 
| 主 は に し た 回 
転 で す 。 





親指 出 で 、 手首 が 
引き 締まる よう な 
曲線 に な り ま す 。 


eeoee oo oseesseseseoseseoseoeseoseeeoeseeseecoseeseeeseeseseesssse 


へ 、 だ 円 を 描い て 主 
ヒジ は 肩 ど 手首 の を 


の 中 間 で す 。 





| 上 下 の 方 向 で は 、 
/ 肩 一 ヒジ ー 手 首 の 
距離 は 変わ り ます 。 
リ / 
(人 M 
アデ テ デー 





- i¢! 
Nn. 
ンー ドミ 
胸 に つなが る 筋肉 の ライ ン と 


を 描く と 、 上 面 が 広く 見 え 、 人 ) 
フカ ン の 感じ が 現れ ます 。 


屋 ま わり が 回 転 し まし た 。 

足 の 立ち 位置 は ほとん ど 

変わ っ て いま せん 。 
ロロ 








① 山体 を か た まり で と ら 
えて 、 ラ フ に 描き ます 。 





1 

” ② 足 を 後ろ に 引い て \ ] 
描き ます 。 腕 を ふっ \ 
た 重心 の 移動 が 表現 
され ます 。 1 


で 、 こ の くら い 頭 を 
大 きく する と 、 フ カ 
ン で 見 た と き の キ ャ 
、、 ラバ ラン ス か が 良く な 
。 NN り ま す 。 






③ アウ トラ イン 
を 整え ます 。 
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ht 
0 な < 
M 四 











太もも ライ ン が 外 に 出 ま す 。 尻 を 浮か せる 。 (つま先 を 立て る ) 四角 い シ ル エッ ト と が っ た シル エッ ド 
観察 の ポイ ント 
[9:0( す あす: 0 る: (9 の: nn 
作画 の ポイ ント 
= ! 姿勢 は 
や や 張り 出さ せ 1 まっ すぐ | ナナ メ 
/ る と 姿勢 の 良さ 1 、 
| // が 98 仙 さ れ ま す 。 ¢ 
ヒザ の 皿 は 真正 ヒザ の 皿 は 半分 
面 を 向き ます 。 下 に 隠れ ます 。 
タテ 長 の だ 円 で ヨコ 長 の だ 円 で 
と ら え まし ょ う 。 た ジグ と ら え まし ょ う 。 ( の / / 
ン 2 
*) 06 - の の ら グ 
] 前 か が み 気味 な の 
| で 、 上 胸部 が や や 
長く な り ま す 。 


フラ ッ ト に 
する と 力 の 
入っ た 感じ 
が 出 ます 。 


ヒザ の 厚み は 四角 
つぼ ぽい 形 を イメ ー 
ジ し て 描き ます 。 
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第 う 章 


な ん で も 
デフ ォ ル メ 応 用 編 





mW 


、 光 と カゲ に よる デフ ォ ル メ 


立体 に は 光源 の 位置 に より 、 さ ま ざ ま な カゲ が で きま す 。 
キャ ラ に カゲ を つけ る 効果 ・ 演 出 表現 を 学び まし ょ う 。 


ン / 





に 顔 に カゲ を つけ る こと で 上 顔 の 立体 感 が は っ きり し ます 。 
顔 に カゲ を つけ よう 」 また 、 追 力 を 出し た り 、 存 在 感 の ある ムー ド を 演出 する 


こと が で きる よう に な り ま す 。 








(カゲ の 基本 … 光 源 を 決め る ) 





光 





























光 に 限ら され て い 
る 部 分 と 、 カ ゲ が 
パ 
モデ ル … キ ャ ラ ng 
キャ ラ の 前 方 、 斜め 
上 に 光源 を 設定 し て 、 / 
正面 か ら カ メラ で 撮 “< 
M っ て み ま し ょ う 。 キャ ラ の か わり 
I に ポー ル が あっ 
た 場合 。 
@ カゲ に よっ て 立体 感 が 生ま れ ま す 
2 
0 1 | 
4 4 
りん か く 線 だ け の 四角 や 丸 に は 立体 側面 側 に カゲ を つけ る と 、 立 体感 が 球 の 場合 、 カ ゲ の 位置 は 箱 の 
感 を 訴え る 力 は ほとん ど あ り ませ ん 。 生ま れ ます 。 中 に 入れ て 考え まし ょ う 。 
人 @ 代表 的 な カゲ 表現 @ カゲ の 境目 
左上 か ら 左 か ら 





強い 光 に 照ら され る と 、 層 い 光 に 照ら され る と 
後ろ か ら 光 の 当たっ て いる 部 分 と 境目 は ぼや け ま す 。 
/ カゲ の 部 分 の 境目 が は っ 

/ きり し ます 。 
/ 毅 

(PD 球 の カゲ の 境目 

。/ が 直線 に な る こ 

と は あり ませ ん 。 
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(、 顔 カ ゲ を つけ て みよ う ) 


Cs い 
人 

Rl 
ll 
1 2 9 





0 側面 に カゲ を つけ ます 。 光源 を 決め て カゲ を つけ る 


46 、 箱 で 団 ん で み ま し ょ う 。 側面 の が 基本 で す が 、 最 初 は カゲ の つけ や すい 面 を と ら 
基本 形 ( 側 頭 部 ) が は っ きり し ます 。 えて 、 あ と か ら 光 源 を 設定 し て も 構い ませ ん 。 


人 @ 演出 と し て よく 用 いら れる 代表 的 な 顔 カ ゲ 









っ 


目の下 の 部 分 は 高く な っ て いる の で 
光 が 当 た り ます 。 
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光 と カゲ を 演出 し よう キャ ラ の 体 や 足もと に で きる カゲ の 演出 を 学び まし ょ う 。 
全身 に で きる カゲ の 基準 








\P な SN 
OE = や 
i au ン ] - 
4 も | 
9 と ャ カ 
Cg シン (| \ 1 
ヌ J} 
を 
/ 11 リ 
I 所 
一 般 に 、① ア ゴ 下 、② 胸 の 
下 、 ③ ワ キ の 下 、 ③④ ヒジ 、 | | 
⑤ 股 、⑥ ヒ ザ 下 …6 か 所 を 
ちょ っ と 濃く する だ け で 立 ポル | 
体感 が 出 ます 。 | | 
-! )! 
一 恒 1 / 
に ) 立体 感 の 強調 。 側 面 に カゲ が で きる よう に 、 
光 を 設定 し ます 。 
顔 に で きる カゲ の 基準 
単純 な エリ ア 分 け や や 凝っ た エリ ア 分 け 
天使 の 輪 


% テカ リ が で き 
る 部 分 


EE , 





髪の毛 の 流れ を て いね い に 
描い た と き に 効果 的 な 表現 





・ 目 の くぼみ 部 分 は 、 ま ぶた の 上 に グラ デー ショ ン に ーーー 
の トー ン を 貼る な ど を し て 、 お も に シャ ドウ の 効果 
を 出し た いと き に 用 いま す 。 アッ プ の と き に は 、 目 に 


・ 鼻 の 下 は 鼻 の 穴 を 「 点 ] で 描い て 、 カ ゲ 表 現 の 代 くみ で 落ち る まぶた の カゲ も 表 
わり に する こと が 多い で す 。 や 現し まし ょ う 。 
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キャ ラ カ ゲ の 演出 


光 と カゲ の コン トラ スト に よる 立体 感 を 強調 する 演出 







ナナ メ 上 か ら の 光 


情緒 的 な シー ン を 演出 する 
効果 が あり ます 。 





雰囲気 を 強調 する 下 か ら の 光 に よる 演出 





怖い イメ ー ジ を 演出 する の 
に よく 用 いま す 。 





逆光 に よる 演出 


人 





不気味 さよ り 存 在 感 が アッ プ し ます 。 





外 還 を 白く 残し | NN 
て コン トラ スト 1 
を 高め ます 。 ーー NE に つて 、 
目 以外 を ほとん ど 黒 くし ま ye ーー = ee 
す 。 目 が 光っ て いる よう に 
見 える 技法 で 、 ロ ング の シ ここ 。 N\ 表情 に 迫力 を 出し た いと き は 
ー ン で 良く 用 いま す 。 ー 障 を 描き 込み ます 。 
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床 に 落ち る カゲ の 演出 


OD 
A 
人 \ 
| 

// 


| @ 人 の 形 に 落ち る タ 
| イブ 。 逆光 の 演出 に 
[| 


D 


J 


カゲ の な い 場 合 i 
| 
ュー 


あわ せ て 用 いま す 。 
















< = 6 
大 き な カ ゲ 小さ な カゲ 
だ 水たまり 型 だ 円 形 。 形 を と ら な い 
こと も あり ます 。 


る キャ ラ の 足もと 
か ら 長 く 伸び る タ 
イブ 。 キャ ラ と カ 
ゲ は 離れ ませ ん 。 





\ 1 





4 Mod 


ング 


Vir 


草 
足もと まわ り だ け 草 を 描い 
て 野原 らし さ を 出し ます 。 





1 1 い 
1 A 左 後ろ の 光 で 浮い て いる キャ ラ の 
参 で きる カゲ 演出 で 、 水 た まり タ 
5 向 マズ > イブ の カゲ を 主体 に 
NN 用 いま す 。 
ま 後 ろ の 光 


複数 の ライ ト を 想定 し た カゲ 表現 。 光 が 後 方 ( 右 、 


ナナ メ の 斜線 で 描く カゲ … 光 の 方 向 を 表 
現し ます 。 


上 に いる と き や 夜 道 な ど で 用 いま す 。 
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ま 後ろ 、 左 ) か らき て いる と いう 設定 で 、 舞 台 


スピ ー ド 感 の 演出 
散る .、 @ 人 物 の 形 の カゲ を 鋼 線 で 描く タイ プ 





動い て いる 部 分 を 余 
線 で 描き ます 。 高速 
= | で 動い て いる も の を 
撮っ た と き に で きる 、 
写真 の ブレ を 演出 し 
ます 。 


@⑯ キャ ラ の シル エッ ト を 
ーー と カゲ に する タイ ブ 





キャ ラ の シル エッ ト を 
斜線 で 表現 し ます 。 怪 


6 
人 の 形 に 落ち る カゲ を 、 動 いて きた ペーーー に hp チン 


方 向 に 向かっ て 斜線 で 描き ます 。 





肉感 の 演出 非 日常 的 空間 の 演出 の Be 


っ ググ 信 


ず / 
キメ 
に つの 
ン 
カベ べ に 落ち る 本 人 と 違う 
カゲ 形 の カゲ 











体 の 表面 に 現れ た 筋肉 や 骨格 の 


カゲ を タッ チ や 斜線 で 描き ます 。 \ ) カゲ が 人 物 に し っ つか りく っ つい て いる の が ポイ ント で す 。 
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_ 感情 マー ク を 使う デフ ォ ル メ 表 現 


「 記 号 表現 ] と いわ れる 表現 法 で す 。 








感情 マー ク の 基本 | 人 間 の 顔 の パー ツ の 形 や 動き を も と に し て いま す 。 


@ つぶ っ た 目 と まゆ 表現 ( 形 ) の いろ いろ 





目元 まひ そめ て し わ に する 。 眉 を 


つり 上 げ る 
ュー ーー ON 
デーー - 
寝る 、 普 通 に 目 怒る 、 強 く 目 を 
を つぶ る な ど つぶ る 、 痛 い 、 
な ど 
= ニニ 





2 まゆ も 目尻 に 向け て 下がり ます 。 1 人 まゆ を ひそ め る 
いこ 
に の Sh NE 
うれ し い 、 笑 顔 悲し い 、 寂 し い 
な ど な ど 
に 
es ーー 
「 へ 」 の 字 に 
笑っ て 目 を つぶ る ヒュ Ns 
目じり が 下がり ます 。 

@ まゆ 、 目 、 口 で 作れ る 二 十 面相 まゆ 、 目 、 口 … 各 々 に 〇 X へ な ど た くさ ん の 形 が あり 、 そ の た くさ ん の 形 の 


組み 合わ せ の 数 だ け 、 表 情 が 作り 出せ ます 。 パ バー ツ 同 士 の 距離 も 重要 で す 。 





に っ こり に こ に こ に こ ぽ i 


ぼ か ん いち ゃ も ん ムカ つき ムッ ん が ん 








Ce っ ら > に に 

アン c 

a A えー わ ー ん ぅ くす ん や られ た 

』 Buu.… と 

N { ン 

AN 7 © の o o x xX 
< 7 

ek ペー ロン = 


RT あぜ ん こま っ た ダウ ン びっ くり 
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@ 顔 の 赤 ら み 表現 短い 斜線 数 本 で 表現 し ます 。「 ヒ ゲ 」 と も いい ます 。 






ちょ いて れ 


| 7/A , 





NN 


すご く て れ て いる 






WT 
少し 恥ず か し い 





| | 
ちょ っ と 心 が 動 いた な ん と な く 気 に な る 


顔 を 描か な い キ ャ ラ の 場合 ) 思 指 かない 人 人 人 形 で も 、 感情 マー ク で 表情 を だ すこ と が で きま す 。 


SS 3 





£ ( の 
を ルク きゃ 4 
9 \ 
お は 一 」 
I - 
\ 。 / | 
4 





! 
| 





i 


tt 


W 


、 レ ンス 効果 を 利用 し よう 生ま し 


ング 











| 望遠 効果 と 広角 効果 | カメ ラ の レン ズ に よっ て 標準 ・ 望 譜 ・ 広 角 の 3 つの 画像 タイ プ が あ 


り ま す が 、 作 画 は 通常 は 望遠 ふう 、 特 殊 効果 に 広角 ふう に 描か れ ま す 。 

















望 癌 レン ズ … ゆ が み が 少 な く 、 広角 レン ズ … ゆ が み が 大 きく 、 標準 レン ズ … ほ ど ほ ど に 回 近 感 が 
「 普 通 に 見 た 感じ 」 の も の に な 「 奥 行き 感 が 強調 され た 感じ 」 あり 、 ほ ど ほ ど に ゆがん で いま す 。 
り ま す 。 遠 近 感 が め ま り な い の の も の に な り ま す 。 遠近 感 も 強 通常 の カメ ラ で と っ た も の は ほ と 
が 特徴 で す 。 調 さ れ ま す 。 ん どこ の タイ ブ な の で 、 自 然 に 見 
える よう に 作画 する と き に は 、 補 
正 が 必要 で す 。 
(四角 い 枠 組み を 撮っ て みた ) 
望遠 レン ズ 広角 レン ズ 標準 レン ズ 
ーー ea 
9 5 角 
es ms WT 
カゲ の 向き は 平ら に カゲ の 向き は 急 に な と 
近づき ます 。 り ま す 。 画面 が 大 き カゲ の 向き [ 
ーー く ゆ が み ま す 。 ラン ニー Es 
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(作画 に 生か す 実 際 を 見 て みよ め Re 室内 の 作画 や 














| 
を 望遠 効果 … 遠 近 感 を 強調 し な い 演 出 る 1 1 
ほぼ 平行 ar 
だ て 
(I@ 6) 
Ne 
| | 
i 
リー ニー : 記 半 レン ズ う 。 識 間 が 平たい 感じ で 、 も の と : 
ピー : も の と の 還 介 は っ きり し ませ ん 。 : 





望 癌 レン ズ で 撮 
っ た も の 


アオ リ も フカ ン も 
大 き な 傾斜 を つけ な 
いで 描き ます 。 














: も の と も の と の 距離 感 が 強調 され ます 。 


Y : 広角 レン ズ ふ う 。 空 間 が 飛び 出し て くる 感じ で 、: 


アオ リ も フカ ン も 
急 な 傾斜 を つけ て 


広角 レン ズ で 撮 
っ た も の 


| 標準 レン ズ で 撮っ た も 
の 。 広角 レン ズ ほ ど 極 

馬 | 箕 で は な く 、 望 遠 より 
一 半 ゆがみ が あり ます 。 





| 


人 迫力 の ある 構図 で す 。 見 上 げた キャ ラ 描 きま し ょ う 。 


アオ リ 効果 … 追 カ 
















底 が 見 える 箱 の 中 に 入っ た 
イメ ー ジ で 描き まし ょ う 。 通常 アン グル 
上 面 は 見 えま せ ela 
ん 。 幅 は 狭く な i 
っ て いま す 。 ー 
股 
上 半身 より 、 股 
か ら 下 (下半身 ) 
が 長く な る よう 
に 描き ます 。 B 
ーーー: 
ーー 
箱 は 上 面 、 底 面 と 
も に 同じ 幅 で す 。 








通常 アン グル で は 、 キ ャ ラ の 上 半身 
と 下半身 は 同じ くら い の 長 さ で す 。 


下面 ( 箱 の 底 ) が 見 えま す 。 
幅 を 広く と り まし ょ う 。 


③ 肩 ライ ン 、 バ スト トッ 
プラ イン 、 ウ エス トラ イ 
ン な ど 、 ヨ コ 方 向 の アタ 
リ の ライ ン を 曲線 的 に 描 
き な が ら 描 きま し ょ う 。 







② 頭 が 小さ く 、 

下 に な る ほど 大 き 
く な る よう に アタ 
リ を 描き ます 。 


肩 ライ ン 


バス トト ッ プ 
ライ ン 





肩 ラ イン は 曲線 





① どん な ポー ズ を 描く 
か 通常 の アン グル で ラ 
フイ メー ジ 描 いて お き 
まし ょ う 。 
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立つ キャ ラ を 見 上 げ る 





① イメ ー ジ ラフ を 描き ます 。 ⑧ 骨格 人 形 で 全身 を と ら えま す 。 


立体 感 を と ら え る 曲 
線 は すべ て 上 向き の 
カー ブ に な り ま す 。 





同様 に 描き ます 
の アグ 

Cet 

和 


I 


< ーー 6 = ぐ く 


イメ ー ジ ラフ ・ 骨 格 図 





113 





(、 座 る キャ ラ を 見 上 げ る ) 


(① 同格 の アタ リ を 描く 


/- 局 ライ ン 






一 ヒザ を つない だ ライ ン 


の 


\ SA 
\ 6 も と ライ ン 


バラ ンス 良く 描く た め に は ポー ズ 全 体 の バラ ン 
ス を と ら え る 必要 が あり ます 。 体 の 中 心 線 と 、 
ヨコ 方 向 の 目安 の 線 を し っ か り と り ま し ょ う 。 


(3③) ! 中 8 を 描く 


脚 を つき 出し 
-。 て いる 方 向 





脚 の つけ 根 の 


脚 を つき 出し て いる 方 向 が 違う の 

で 、 つけ根 の だ 円 の 形 も 異な り ます 。 
バハ イソ ックス ライ ン 。 ヒ 
ザ か ら 下 の 曲面 ・ 立 体感 


を と ら え ます 。 アオ リ な A 


の で 、 こ れ も 上 向き の 曲 
線 で 描き ます 。 
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急 な バー ス を つけ る と 顔 が 小さ べく な り 、 キ ャ ラ 
が 目立た な なくなり や すい で す 。 ア オリ の アン グ 
ル で と ら え つつ 、 体 に 極端 な パー ス の か か ら な 
い 作 画 を みて み ま し ょ う 。 


(@) 頭 衝 と 肌 体 部 分 を 描く 






アオ リ な の で 腰 や バ 
ン ツ ライ ン を 上 向き 
の 曲線 で 描き ます 。 


中 心 線 は 体 の 中 心 を 
と ら え る だ け で な く 、 
姿勢 、 体 の 反り 」 も 
表現 し ます 。 







os ニー ソック スラ イン 。/ 
「 8 脚 の 丸 さ ・ 立 体感 を 
j と ら え ます 。 


(6) アウ トラ イン を 整え て 完成 










(4 ) 肩 まわ りや 腕 を 描く 


肩 を 上 げ て いる 
の で 、 鎖 骨 は V 
字 状 に な り ます 。 


| | 左右 の 関節 の 位置 
バラ ンス を と りな 
が ら 描 きま す 。 










ラフ イメ ー ジ を 持 
つて 描き 始め る こ 
と が 大 切 で す ! 


一 番手 前 に ある 脚 に 、 
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状況 を 伝え る の に 効果 的 な 構図 で す 。 階 段 や ビル の 上 
な ど 、 高 いと ころ か ら 見 下ろ し た キャ ラ 描 きま し ょ う 。 












股 か ら 上 (上 半身 ) が 長く 、 体 の ヨコ 方 向 の 目安 の 
また 下 に な る ほど 小さ く な る 線 は すべ て 下向き の カ 
よう に 描き ます 。 ー ブ に な り ま す 。 


歩く キャ ラ を 見 下ろ す 
@ 作画 の 手順 


頭 を 少し 大 きめ に 7 
描き まし ょ う 。 







\ 


ー 細雪 
A 
/ 







( 

トノ の 上 面 ) 部 
うう を と ら え ま 
し す 。 











① ポー ズ の イメ ー ジ ⑧ バス トラ イン や ウエ スト 
ラフ を 描き ます 。 ライ ン を 下向き の カー ブ に 
と りな が ら 、 肉 づけ し ます 。 


@ 真 上 近く か ら と ら え た 場合 


[の アタ リ 


yh 5 交 部 
% ”/ 骨 体 の 厚み 






① 同体 は 上 か ら 見 た 板 状 に 描き ましょ 
う 。 ウエ スト ライ ン が と れ な い の で 、 ヒ 
ザ ま わり や 足首 ライ ン を 下向き の 曲線 で 
描き 、 フ カン の 立体 感 を と ら えま す 。 


ラテ 髪の毛 の ポリ ュー ム を 
ゲー た っ ぷり と っ て 、 頭 を 


「 上 か ら 見 た 筒 」 を 
イメ ー ジ し て 首 の つ 
け 根 を 描き ます 。 こ 
れ で 、 上 胸部 の 厚み 
が 出 て きま す 。 


肩 口 か ら 背 中 に いた 
る 曲面 を 意識 し た 目 
安 の ライ ン 。 


ウエ スト ライ ン 


ニー ソック スラ イン 。 
首 と 同様 に 、 円 筒 を 
意識 し た 曲線 で 描き 
ます 。 


HH 
① 普通 の アン グル で 見 た 後ろ ②③ 下向き カー ブ で 調 体 の 厚み や 
次 を 基本 に ラフ イメ ー ジ を 描 > 手足 の 立体 感 を と ら え な が ら 、 
きま す 。 フカ ン で 見 た 立体 に し まし ょ う 。 





② 頭 の 形 を 整え 、 乳房 を 胴体 
に の せま す 。 手足 も 上 か ら 見 た 
円 簡 形 を 意識 し な が ら ア ウト ラ 
イン を 整え ます 。 













肩 ひ も を 直線 的 に 
描く こと で 、 上 胸 
部 の 厚み が は っ き 
り し 、 フ カン で 見 
て いる こと が は っ 
きり し ます 。 





肩 ひ も は 通常 は 
曲線 的 に 背中 を 
お り ま す 。 


アウ トラ イン を 整 
え 、 細 部 を 描き こん 
で 完成 で す 。 
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ET ATE ZEIT FEEL 





望遠 レン ズ で 撮っ た 場合 広角 レン ズ を 使う と 
… 全 身 の バ ラン ス は 理想 的 。 で も 手 が 目立た な い … 手 は 目立つ けど 、 全 身 が ゆ が む 


$f 


9 





レン 】 


骨格 ・ 構 造 模式 図 。 丸 で 
と ら え た 手 の ア タリ は 、 
頭 部 より 小さ いこ と が わ 
か り ま す 。 


骨格 ・ 構 造 模式 図 。 遠近 感 が 強 
調 さ れ 、 手 の アタ リ は 頭 部 より 
大 きく な り ま す が 、 頭 も ゆがみ 、 
足 は 貧弱 に な り 、 姿 勢 も 不 自然 





に 反っ た も の に な り ます 。 
pA 
リン 
ナー 手 の サイ ズ 
普通 の カメ ラ (通常 レン 
ズ ) で 撮っ た 場合 。 実際 
7 に に は こん な に 反り 返っ て 
普通 に 見 た まま 描く と 、 
遠近 感 の ほとん ど な い Neb RD 
も の に な り ま す 。 
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望遠 レン ズ の 全身 に 、 広 角 レ ンズ の 上 半身 を 合成 する に は 
望遠 の 全身 フォ ルム に 広角 の 上 半身 フォ ルム を 加え る グ の 





\ ノ 
広角 レン ズ の 上 半身 


望 可 レン ズ の 全身 





ン ~ 





ee ① 普 通 の 全身 を 描き 、 手 の  @ 完 成 。 写真 で は 
aie tn アタ リ を 1.5 倍 サ イズ で 不可 能 な 演出 の キ 
・ 描き ます 。 ャ ラ が 完成 し ます 。 





代表 的 な レン ズ 効 果 の いろ いろ 








PD 
標準 レン ズ 手 の ア ッ プ 広角 レン ズ 
望 問 レ ンズ 標準 レン ズ 手 は 目立つ サイ ズ に な り ま し た 手 は 強調 され まし た が 、 ま すま 
体 の 立体 感 は や や 強調 され ます が 、 フ カン の よう に 胴体 や 脚 部 すず 足 が 遠く な り 、 頭 も 長く 変形 
が 黄 弱 に な り ま し た 。 し て いま す . 


全身 の バラ ンス は いい で す が 、 


つき 出し た 手 が 目立ち ませ ん 。 が 、 ま だ 手 は 目立ち ませ ん 。 
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i I 


3 


ダイ ナミ ッ ク デ フォ ル メ 


~ さ ら に デフ ォ ル メ す る 作画 ~ 


Wa 





A 
を ダイ ナミ ッ ク に 描く 


広角 効果 に 見 えま す が 、「 フ ォ ル ム 
に フォ ルム を 足す 」 手法 で 描き ます 。 





作例 : 森田 和 明 
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実写 で は 不可 能 な 、 キ ャ ラ の 存在 感 を 
強調 する 作画 技法 を 学び まし ょ う 。 






チビ キャ ラ 


通常 タイ プ の 作画 だ 円 を 描い て 指 の 太 さ を ed = 


ビジ ョ ン に 入れ な が ら ア & 
ウト ライ ン を 描き ます 。 





手 に は ほとん ど バ ー ス 
は か か っ て いま せん 。 

















手 の アタ リ 。 厚み 
"ーー を 意 職 し て 形 を 大 
| 間 D 間 か A て い ーー 359 に と 5 ます 。 
ます 。 / 
a 
胴体 部 … ゆ る や か に バー ス co 


が か か っ て いま す 。 







こち ら に 向け て 差し 
出し た 腕 。 ヒ ジ 関 節 
の アタ リ は 、 ほ ぼ ほ 丸 
で す 。 


骨格 ・ 構 造 を と ら 

える 模式 図 。 関節 足 は 一 番 員 く な の で 、 小 

を と ら え な が ら ア さめ に 描き ます 。 カ カト 

タリ を 描き ます 。 か ら 先 を 細く する こと で 、 
遠 さと 同時 に 女のコ らし 
で を 出し ます 。 


下向き の カー ブ を 引い て 目安 に 
し な が ら 、 肌 体 部 分 を 描き ます 。 


チビ キャ ラ の 場合 ( 5 
- cbiy¥ 


指 に バー ス が 





つく と 可愛 く 
な く な り ま す 。 
ゆる や か に パー ス が か か [ A <? 
に バー / \ N ^ 
っ て いま す 。 手 、 腕 も 体 < NN FT 
と 一 体 に と ら えま す 。 全身 イメ ー ジ の アト ジグ /) ご cpopy な 
タリ 。 2 頭 身 で す 。 NM で = 
に ー ス を つけ ます 。 失敗 例 。 体 に も 腕 に も 指 に も 


バー ス を つけ て 描い た も の 。 


※ パ ー ス を つけ る … 先 細 り に する 、 一 端 を 大 きく する な ど 、「 遠 近 を つけ る 作画 ] の こと を いい ます 。 
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アオ リ の ポー ズ を 
ダイ ナミ ッ ク に 描く 








9 








\ \ 







\ 
急 の つけ 根 の 
イメ ー ジ ラフ | アタ リ 
(骨格 構造 図 風 ) 
強調 し た い 部 分 に パー ス を か ける 
上 に 向かっ て 手 を 伸 ば 
し て いる 動き を 表す た 
山体 の パー ス 。 導 め に 、 手 を 小さ め に 措 
が わか る よう に 、 きま す 。 
急 な 傾斜 で は あり 
ませ ん 。 
ws の 
後ろ に 真っ 直ぐ の 
伸ばす 腕 の ライ ン 


ン で 、 遠 近 感 を 
強調 し ます 。 


ーー バー ス は ほとん 
どか か っ て いま 


せん 。 普通 に 指 
へ ト ( いた 脚 で す 。 


カカ ト を 強調 し て 足 を 大 きく 見 せ て いま す 。 頭 の 
ら 倍 くら い の サ イズ に 足 を 描く … そ れ だ け で 、 ダ 
イナ ミッ ク な 広角 効果 が 生ま れ ま す 。 
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「 ア タリ を 描く 段階 で 、 胴 、 腕 、 脚 の 断面 を 描い て みる と 
描き や すい で す 」 (森田 談 ) 


腕 の 立体 を と ら え る 
だ 円 。 断面 は だ 円 で 
と ら え ます 。 


[ リ WOME 








中 心 線 。 胸 部 と 腰 
部 の 向き が 違う の 
で 、S 字 状 に 描き 
ます 。 
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上 カ ン の ポー ズ を 頭 を 大 、 胸部 を 中 、 腰部 を 小 、 の 大 中 小 で と ら え まし ょ う 。 
ダイ ナミ ッ ク に 描く | 









バス ト の 一 イオ 
ボリ ュー ム k 













/ ) 
a ! 妥 部 : 小 
で 中 心 線 。 前 面 か 5 \ 
イメ ー ジ ラフ SN 背面 まで S 字 に と 名 a 
(人 骨格 構造 図 風 ) の つら えま る < SS / 


手 の 厚み を と っ て 、 
指 の つけ 根 を 丸く 
描き ます 。 


一 髪 の ポ ボリュー ム 


の 目安 
胴体 の ライ ン 
胸部 も 腰 部 も ひ 
と つなが り で 措 
きま し ょ う 。 
上 胸部 の セン 
ター ライ ン 
肩 関節 
の * 
< カ アー 一 
an ル アー ム ホー ル 


ン デ 、 責 の 曲面 に 
《, | \ う よ う に 指 を 
| 1 


/ A \ SS グズ ON 
#2 LNT 

| の く へ 、 4 画面 を だ 円 で さぶ  / / ゲ が ずり 
ES N、 < 団 WW ル 

に WW SN パ i a \ 

し ) NN 6 > ヽ 指 は 放射 状 に 開き ます 。 第 
\ 39 NN 2 関節 ( 指 の まん 中 あたり ) 

いこ で 曲げ る よう に する と 描き 

/ ( 。 遂 Wo フ >、 SS > や すく 、 動 まがわ か りや す 
ひね り の ポー ズ ヽ y いも の に な り ます 。 
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広角 前 な パー ス の つい た ポー ズ 伸ばし た 手足 に パー ス (遠近 ) を つけ まし ょ う 。 
を ダイ ナミ ッ ク に 描く | 





胸部 の 本 体 部 分 
を 描い て 、 乳房 
の ボリ ュー ム を 
加え ます 。 


奥の手 … 小 


セン ター ライ ン の 目 
安 を 描き ます 。 胴体 
の 厚み が は っ きり し 
ます 。 





イメ ー ジ ラフ 
(骨格 構造 図 ふ う ) 





し 
| 
| 


イン を 描き 入れ て 、 床 面 
A 


足 を 描く と き に 地面 の ラ 
。 の イメ ー ジ を と ら えま す 。 









肩 関節 、 ア ー ム ホー | 
ー ル を と っ て 腕 を KM \ 






アッ プ に な る 手 は 慎重 
に 描き まし ょ う 。 厚み 
を し っ か り と り 、 指 の 
つけ 根 を は っ きり させ 
な が ら 描 きま す 。 





奥の手 は 顔 の 
半分 より 小さ 
い サ イズ 。 


手前 の 手 は 顔 の 
約 ヌ ~2.5 倍 
の サイ ズ で す 。 
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